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第３章 対象事業実施区域及びその周囲の概況 

対象事業実施区域及びその周囲における自然的状況及び社会的状況（以下「地域特性」

という。）について、環境要素の区分毎に事業の特性及び計画段階配慮事項の検討経緯を

踏まえて、「第６章 対象事業に係る環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手

法」の選定を行うに必要と認める範囲を対象に、入手可能な最新の文献その他の資料によ

り情報を把握した。主な調査地域は、対象事業実施区域が位置する佐世保市及び佐々町と

し、環境要素の区分毎に事業の特性を踏まえ、影響を受けるおそれがあると考えられる範

囲を勘案して設定した。 

 

3.1 自然的状況 

3.1.1 大気環境の状況 

（１）気象の状況 

① 気候特性 

対象事業実施区域が位置する佐世保市及び佐々町は、近海を流れる対馬海流の影響を

受けた温暖多雨な西海型気候に属している。 

西海型気候は、年平均気温が16～17℃、1月の平均気温が6℃以上、また、年降水量は

2,000mmを超えるところが多い。冬季は暖かく、夏季は比較的涼しい海洋性の気候特性が

顕著である。 

 

② 気象概要 

対象事業実施区域の最寄りの気象官署としては、佐世保特別地域気象観測所が平成14

年3月から観測を行っている（第3.1-1図）。 

佐世保特別地域気象観測所の月別平均値は、第3.1-1表のとおりであり、年間の平均気

温は17.3℃、最多風向は東南東（ESE）、平均風速は3.1m/s、降水量は2,067.5mm、日照

時間は1,916.3時間となっている。 

佐世保特別地域気象観測所における平成31年1月～令和元年12月の1年間の風配図は、

第3.1-1図のとおりである。 
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第3.1-1表 佐世保特別地域気象観測所における気象の観測結果 

月 

項 目 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 

気 

温 

平    均 ℃    6.6    7.8   11.1   15.5   19.9   23.0   27.2

日最高の平均 ℃   10.2   11.6   15.2   19.8   24.3   26.5   30.4

日最低の平均 ℃    3.2    4.3    7.2   11.5   16.0   20.3   24.7

最多風向（方位） － NW NW NW ESE ESE ESE SSW 

平均風速 m/s    3.2    3.2    3.4    3.3    2.9    2.7    3.2

降 水 量 mm   51.5   88.0  114.3  157.9  149.3  300.7  327.3

降 
水 
日 
数 

降水量 1.0mm以上 日    7.0    9.6    9.6    8.5    8.0   13.4   11.0

降水量10.0mm以上 日    2.1    3.0    4.0    5.0    3.8    7.4    6.1

降水量30.0mm以上 日    0.1    0.5    0.8    1.8    1.8    3.7    3.4

日照時間 h  119.9  122.1  177.8  184.0  211.7  122.0  164.7

 
月 

項 目 
8月 9月 10月 11月 12月 年 間 統計期間

気 

温 

平    均 ℃   28.4   24.9   20.2   14.4    8.9   17.3 

2010～

2019年

日最高の平均 ℃   32.2   28.6   24.0   18.5   12.5   21.1 

日最低の平均 ℃   25.6   21.9   16.8   10.7    5.6   14.0 

最多風向（方位） － ESE ESE N E NNW ESE 

平均風速 m/s    3.1    3.0    3.1    2.8    3.3    3.1 

降 水 量 mm  314.3  207.9  138.3  108.8  109.2 2067.5 

降 
水 
日 
数 

降水量 1.0mm以上 日   11.1   10.5    7.2    8.0    9.0  112.9 

降水量10.0mm以上 日    6.4    5.0    3.9    2.9    3.3   52.9 

降水量30.0mm以上 日    3.7    2.2    1.6    1.0    1.2   21.8 

日照時間 h  211.5  168.8  178.6  146.0  109.2 1916.3 

注：佐世保特別地域気象観測所の標高は4ｍ、風速計の高さは35ｍである。 

「過去の気象データ・ダウンロード」（気象庁HP、令和2年8月閲覧） 

「地域気象感測所一覧」（気象庁HP、令和2年8月閲覧）    より作成 
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凡 例 1:200,000 

 
  

出典：「過去の気象データ・ダウンロード」（気象庁HP、令和2年

8月閲覧） 

第3.1-1図 気象観測所の位置及び風配図 
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（２）騒音の状況 

① 環境騒音の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における平成30年度の一般地域の環境騒音の測定は、

佐世保市の14地点で行われており、その内、最寄りの測定位置は第3.1-2図、測定結果は

第3.1-2表に示すとおりである。平成30年度の測定結果は、昼間、夜間とも環境基準を達

成している。 

 

第3.1-2表 環境騒音の測定結果（平成30年度） 

調査地点 
地域の 

類 型 

等価騒音レベル（LAeq） 

昼間（6～22時） 夜間（22～6時） 

測定値 

（dB） 

環境基準

（dB） 

環境基準

適否 

測定値 

（dB） 

環境基準 

（dB） 

環境基準

適否 

棚方緑町公民館 A 50 55以下 ○ 43 45以下 ○ 

注：地域の類型は、「環境基本法」に基づく「騒音に係る環境基準について」（平成10年環境庁告示第64

号）において指定された類型であり、次のことを意味する。 

A：専ら住居の用に供される地域 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

② 道路交通騒音の状況 

佐世保市では16地点で道路交通騒音測定が行われているが、対象事業実施区域及びそ

の周辺においては測定されていない。 
「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）より 

佐々町では道路交通騒音の測定は行われていない。 

 

③ 騒音に係る苦情の発生状況 

佐世保市における騒音に係る平成30年度の苦情受理件数は21件であり、苦情の内容は、

産業用機械の作業音、工事・建設作業騒音等に対するものとなっている。 
「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）及び佐々町聞き取り結果 より 

佐々町への聞き取りによると、佐々町における騒音に係る平成30年度の苦情受理件数

は0件である。 

 

（３）振動の状況 

① 道路交通振動の状況 

佐世保市では9地点で道路交通振動測定が行われているが、対象事業実施区域及びそ

の周辺においては測定されていない。 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）より 

佐々町では道路交通振動の測定は行われていない。 

 

② 振動に係る苦情の発生状況 

佐世保市における振動に係る平成30年度の苦情受理件数は0件である。 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）より 

佐々町への聞き取りによると、佐々町における振動に係る平成30年度の苦情受理件数

は0件である。 



3－5 

(21) 

 

凡 例 1:100,000 

 
 

 
 

出典：「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲

覧） 

第3.1-2図 騒音の測定位置 
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3.1.2 水象及び水質の状況 

（１）水象の状況 

① 河川の状況 

対象事業実施区域及びその周辺の主要な河川の概要は第3.1-3表、河川の位置は第3.1-

3図のとおりである。対象事業実施区域周辺には、江迎川水系、小佐々川水系、佐々川水

系等が存在する。 

 

第3.1-3表 主要な河川の概要 

図中番号 水系名 河川名 等級 延長（m） 

□1  

江迎川 

嘉例川 二級 2,612 

□2  江迎川 二級 9,697 

□3  山の田川 二級 3,143 

□4  
鹿町川 

鹿町川 二級 4,856 

□5  杉谷川 二級 1,206 

□6  樋口川 樋口川 二級 1,917 

□7  大加勢川 大加勢川 二級 1,175 

□8  竹田川 竹田川 二級 2,269 

□9  
小佐々川 

小佐々川 二級 4,087 

□10  つづら川 二級 1,203 

□11  佐々川 佐々川 二級 21,862 

注：図中番号は、第3.1-3図に対応する。 

「長崎県県北振興局管内図」（長崎県、平成26年）より作成 

 

② ため池の状況 

対象事業実施区域及びその周辺の主要なため池は、第3.1-4表及び第3.1-3図のとおり

であり、玄格溜池、船の村重ね（上）溜池、新船ノ村溜池等が分布する。 

 

第3.1-4表 主要なため池 

図中番号 名 称 図中番号 名 称 

① 川野重ね（下）溜池  ⑧ 船の村重ね（下）溜池  

② 川野重ね（上）溜池  ⑨ 新船ノ村溜池  

③ 樋口ダム  ⑩ 遅越溜池  

④ 歌ヶ浦貯水池  ⑪ 鎌投池  

⑤ 雀田溜池  ⑫ つづらダム  

⑥ 玄格溜池  ⑬ 太田溜池  

⑦ 船の村重ね（上）溜池  ⑭ 持田溜池  

注：図中番号は、第3.1-3図に対応する。 

「佐々町取水箇所図」（佐々町、平成28年） 

「佐世保市資料」（佐世保市、平成31年） より作成 
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凡 例 1:50,000 

 
 

 

 

注：図中の番号は、第 3.1-3、4 表に対応する。 

 

出典：「国土数値情報 河川データ」（国土交通省、平成18年度～22

年度） 

「長崎県県北振興局管内図」（長崎県、平成26年） 

「佐々町取水箇所図」（佐々町、平成28年） 

「佐世保市資料」（佐世保市、平成31年） 

第3.1-3図 主要な河川及びため池の位置 
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（２）水質の状況 

① 河川の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における公共用水域の水質測定は、令和元年度に鹿町

川（鹿町橋）、江迎川（北平橋）、葛籠川（小佐々小学校前）及び佐々川（古川橋）で

行われている（第3.1-5図）。 

 

イ．生活環境の保全に関する項目（生活環境項目） 

令和元年度における対象事業実施区域及びその周辺の生活環境項目に係る水質測定結

果は、第3.1-5表のとおりである。 

水質汚濁の代表的な指標である生物化学的酸素要求量（BOD）は、環境基準を達成して

おり、平成27年度～令和元年度の5年間の経年変化は、第3.1-6表及び第3.1-4図のとおり

である。 

 

第3.1-5表(1) 水質測定結果（生活環境項目・令和元年度） 

図
中
番
号

測定点 
類

型 

水素イオン濃度[pH] 

（－） 

溶存酸素量[DO] 

（mg/L） 

最小 最大 環境基準 m/n 最小 最大 平均 環境基準 m/n

① 鹿町橋 － 8.1 8.4 － -/6 8.2 12 10 － -/6

② 北平橋 A 7.7 8.2 
6.5以上

8.5以下
0/12 8.7 12 10 7.5以上 0/12

③ 小佐々小学校前 － 7.8 8.1 － -/6 7.2 12 9.6 － -/6

④ 古川橋 A 7.6 8.5 
6.5以上

8.5以下
0/6 8.8 12 11 7.5以上 0/6

 
図
中
番
号

測定点 
類

型 

生物化学的酸素要求量[BOD] 

（mg/L） 
環境基準

適否 

（75％値）最小 最大 平均 75％値 環境基準 m/n 

① 鹿町橋 － <0.5 1.0 0.8 0.9 － -/6 － 

② 北平橋 A <0.5 1.7 0.8 0.9 2以下 0/12 適 

③ 小佐々小学校前 － 1.1 8.1 2.6 1.8 － -/6 － 

④ 古川橋 A <0.5 1.8 1.0 1.0 2以下 0/6 適 
 
図
中
番
号

測定点 
類

型 

浮遊物質量[SS] 

（mg/L） 

大腸菌群数 

（MPN/100mL） 

最小 最大 平均 環境基準 m/n 最小 最大 平均 環境基準 m/n

① 鹿町橋 － <1 3 1 － -/6 680 35,000 14,000 － -/6

② 北平橋 A <1 3 1 25以下 0/12 450 92,000  12,000 
1,000 

以下 
10/12

③ 小佐々小学校前 － 1 7 3 － -/6 4,900 24,000 14,000 － -/6

④ 古川橋 A 1 6 3 25以下 0/6 1,100 7,900 2,200 
1,000 

以下 
6/6
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第3.1-5表(2) 水質測定結果（生活環境項目・令和元年度） 

図
中
番
号 

測定点 
類

型 

全窒素［TN］ 

（mg/L） 

全リン［TP］ 

（mg/L） 

最小 最大 平均 環境基準 m/n 最小 最大 平均 環境基準 m/n

① 鹿町橋 － － － － － － － － － － －

② 北平橋 － － － － － － － － － － －

③ 小佐々小学校前 － － － － － － － － － － －

④ 古川橋 － 0.72 1.1 0.93 － -/3  0.020  0.042  0.030 － -/3
 
図
中
番
号

測定点 
類

型 

全亜鉛（mg/L） 
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸 

及びその塩[LAS］（mg/L） 

最小 最大 平均 環境基準 m/n 最小 最大 平均 環境基準 m/n

① 鹿町橋 － 0.004 0.004 0.004 － -/1 0.0012 0.0012 0.0012 － -/1

② 北平橋 － 0.002 0.002 0.002 － -/2 0.0008 0.0016 0.0012 － -/2

③ 小佐々小学校前 － 0.003 0.003 0.003 － -/1 0.015 0.015 0.015 － -/1

④ 古川橋 － － － － － － －  － － － －

注：1．図中番号は、第3.1-5図に対応する。 

2．水域の類型区分は、「令和元年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」(長崎県HP、令和2年8月閲覧)による。 

3．表中の「m/n」は「環境基準を超える検体数/総検体数」を示す。 

4．表中の類型、環境基準、m/nの「－」は、環境基準が設定されていないものを示す。 

5．表中の「<」は、定量下限値未満を示す。 

6．表中の「平均」は、測定値が定量下限値未満の場合、定量下限値として扱い算出した。 

「令和元年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

第3.1-6表 生物化学的酸素要求量の経年変化（平成27年度～令和元年度） 

（単位：mg/L） 

図中 

番号 
測定点 類型 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

① 鹿町橋 － － － － 0.6 0.9 

② 北平橋 A 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 

③ 小佐々小学校前 － － － － 2.3 1.8 

④ 古川橋 A 0.8 1.0 1.6 0.7 1.0 

注：1．図中番号は、第3.1-5図に対応する。 

2．表中の数値は、75％値を示す。 

3．表中の「－」は、データがないことを示す。 

「平成27年～令和元年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

「平成27年度～令和元年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

第3.1-4図 生物化学的酸素要求量の経年変化（平成27年度～令和元年度） 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

鹿町橋

北平橋

小佐々小学校前

古川橋

(mg/L)
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凡 例 1:60,000 

 

注：図中の番号は、第 3.1-5～8 表に対応する 

 

出典：「令和元年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」（長

崎県HP、令和2年8月閲覧） 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月

閲覧） 

第3.1-5図 水質測定点の位置 



3－11 

(27) 

ロ．人の健康の保護に関する項目（健康項目） 

対象事業実施区域及びその周辺における健康項目に係る水質測定は、令和元年度に鹿

町川（鹿町橋）、江迎川（北平橋）及び葛籠川（小佐々小学校前）、平成30年度に佐々

川（古川橋）で行われている（第3.1-5図）。 

測定結果は第3.1-7表のとおりであり、測定した全ての項目が環境基準を達成してい

る。 

 

第3.1-7表 水質測定結果（健康項目・平成30年度、令和元年度） 

（単位：mg/L） 

図中番号、測定地点名 

 

測定項目 

① ② ③ ④ 

環境基準 
鹿町橋 北平橋 

小佐々 

小学校前
古川橋 

カドミウム <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003以下 

全シアン ND ND ND ND 検出されないこと。 

鉛 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 

六価クロム <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.05以下 

砒素 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 

総水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005以下 

アルキル水銀 ND ND ND － 検出されないこと。 

PCB ND ND ND － 検出されないこと。 

ジクロロメタン <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 

四塩化炭素 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下 

1,2-ジクロロエタン <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.004以下 

1,1-ジクロロエチレン <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1以下 

シス-1,2-ジクロロエチレン <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04以下 

1,1,1-トリクロロエタン <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1以下 

1,1,2-トリクロロエタン <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下 

トリクロロエチレン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 

テトラクロロエチレン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 

1,3-ジクロロプロペン <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下 

チウラム <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下 

シマジン <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003以下 

チオベンカルブ <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 

ベンゼン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 

セレン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.28 0.43 0.25 0.16 10以下 

ふっ素 <0.08 <0.08 0.13 <0.08 0.8以下 

ほう素 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1以下 

1,4-ジオキサン <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.05以下 

注：1．図中番号は、第3.1-5図に対応する。 

2．基準値は年平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

3．環境基準の「検出されないこと」とは、告示の測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その

結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

4．表中の「<」は、定量下限値未満を示す。 

5．表中の「ND」は、検出されないことを示す。 

6．表中の「－」は、データがないことを示す。 

7．古川橋については、令和元年度において、健康項目に係る水質測定が行われていないため、平成30年度の測定

結果を記載した。 

「平成30年度・令和元年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成
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② 地下水の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における地下水の水質測定は、平成30年度に地下水モ

ニタリング井戸（2地点）で行われている（第3.1-5図）。 

測定結果は第3.1-8表のとおりであり、2地点とも測定した全ての項目が環境基準を達

成している。 

 

第3.1-8表 地下水水質測定結果（健康項目・平成30年度） 

（単位：mg/L） 

図中番号、測定地点名 

 

測定項目 

□1  □2  

環境基準 鹿町町 

口ノ里 

鹿町町 

大屋 

カドミウム <0.0003 <0.0003 0.003以下 

全シアン ND ND 検出されないこと。 

鉛 <0.001 <0.001 0.01以下 

六価クロム <0.005 <0.005 0.05以下 

砒素 <0.001 <0.001 0.01以下 

総水銀 <0.0005 <0.0005 0.0005以下 

アルキル水銀 ND ND 検出されないこと。 

PCB ND ND 検出されないこと。 

ジクロロメタン <0.002 <0.002 0.02以下 

四塩化炭素 <0.0002 <0.0002 0.002以下 

塩化ビニルモノマー <0.0002 <0.0002 0.002以下 

1,2-ジクロロエタン <0.0004 <0.0004 0.004以下 

1,1-ジクロロエチレン <0.01 <0.01 0.1以下 

1,2-ジクロロエチレン <0.004 <0.004 0.04以下 

1,1,1-トリクロロエタン <0.1 <0.1 1以下 

1,1,2-トリクロロエタン <0.0006 <0.0006 0.006以下 

トリクロロエチレン <0.001 <0.001 0.01以下 

テトラクロロエチレン <0.001 <0.001 0.01以下 

1,3-ジクロロプロペン <0.0002 <0.0002 0.002以下 

チウラム <0.0006 <0.0006 0.006以下 

シマジン <0.0003 <0.0003 0.003以下 

チオベンカルブ <0.002 <0.002 0.02以下 

ベンゼン <0.001 <0.001 0.01以下 

セレン <0.001 <0.001 0.01以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.89 0.41 10以下 

ふっ素 <0.08 <0.08 0.8以下 

ほう素 <0.1 <0.1 1以下 

1,4-ジオキサン <0.005 <0.005 0.05以下 

注：1．図中番号は、第3.1-5図に対応する。 

2．基準値は年平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

3．環境基準の「検出されないこと」とは、告示の測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、

その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

4．表中の「<」は、定量下限値未満を示す。 

5．表中の「ND」は、検出されないことを示す。 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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③ 水質汚濁に係る苦情の発生状況 

佐世保市における水質汚濁に係る平成30年度の苦情受理件数は25件であり、苦情の内

容は、事業場、家庭からの排水等に対するものとなっている。 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市 HP、令和 2 年 8 月閲覧）より 

佐々町への聞き取りによると、佐々町における水質汚濁に係る平成30年度の苦情受理

件数は0件である。 
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3.1.3 土壌及び地盤の状況 

（１）土壌の状況 

① 土壌汚染の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における土壌汚染の測定は、ダイオキシン類の測定が

平成30年度に棚方町及び下本山町で行われている（第3.1-6図）。 

土壌のダイオキシン類の測定結果は第3.1-9表のとおりであり、2地点とも環境基準を

達成している。 

 

第3.1-9表 土壌のダイオキシン類測定結果（平成30年度） 

（単位：pg-TEQ/g） 

図中 

番号 
測定地点名 測定値 環境基準 適 否 

1 棚方町 0.096 1,000以下 適 

2 下本山町 1.8 1,000以下 適 

注：図中番号は、第3.1-6図に対応する。 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

② 土壌汚染に係る苦情の発生状況 

佐世保市における土壌汚染に係る平成30年度の苦情受理件数は0件である。 

「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）より 

佐々町への聞き取りによると、佐々町における土壌汚染に係る平成30年度の苦情受理

件数は0件である。 

 

（２）地盤の状況 

① 地盤沈下の状況 

佐世保市及び佐々町において地盤沈下の状況は、把握されていない。 

 

② 地盤沈下に係る苦情の発生状況 

佐世保市及び佐々町への聞き取りによると、苦情受理件数は0件である。 
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凡 例 1:100,000 

 
 

 

 

 

注：図中の番号は、第 3.1-9 表に対応する。 

 

出典：「令和元年度 環境部事業概要」（佐世保市 HP、令

和 2 年 8 月閲覧） 

第3.1-6図 土壌測定点の位置 
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3.1.4 地形及び地質の状況 

（１）地形の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における地形の状況は、第3.1-7図のとおりである。 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）は、主に岩石台地（上位）

となっている。 

 

（２）地質の状況 

① 表層地質 

対象事業実施区域及びその周辺における表層地質は、第3.1-8図のとおりである。 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及びその周辺は、主に玄武

岩、砂岩・泥岩が分布している。 

 

② 表層土壌 

対象事業実施区域及びその周辺における表層の土壌は、第3.1-9図のとおりである。 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及びその周辺は、主に褐色

森林土壌（黄褐系）及び乾性褐色森林土壌（黄褐系）が分布している。 

 

（３）重要な地形、地質 

対象事業実施区域及びその周辺に、学術上の重要な地形、地質の記録は確認されてい

ない。 

「日本の地形レッドデータブック 第1集 新装版」 

（日本の地形レッドデータブック作成委員会、平成12年）より 
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凡 例 1:50,000 

 

 

出典：「土地分類基本調査（地形分類図）長崎県」（国土

交通省 HP、令和 2 年 8 月閲覧） 

第3.1-7図 地形分類図 
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凡 例 1:50,000 

 

出典：「土地分類基本調査（表層地質図）長崎県」（国土

交通省 HP、令和 2 年 8 月閲覧） 

第3.1-8図 表層地質図 
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凡 例 1:50,000 

 
出典：「土地分類基本調査（土壌図）長崎県」（国土交通

省 HP、令和 2 年 8 月閲覧） 

第3.1-9図 土壌図 
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3.1.5 動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況 

（１）動物の生息の状況 

① 動物相の概要 

対象事業実施区域及びその周辺における動物相の状況については、「長崎県の生物」

（長崎県生物学会「長崎県の生物」編集委員会、平成元年）等の公開されている既存資

料により、その概要を整理した。動物種の抽出に当たっては、生息の可能性がある種を

幅広く情報収集する観点から、既存資料における分布の記載として「県内各地」、「県

北地区」等の記載がある種まで含めた。 

既存資料によれば、陸域の動物相の概要は、第3.1-10表のとおりである。哺乳類33種、

鳥類325種、爬虫類16種、両生類14種、昆虫類899種、魚類66種、底生動物161種、合計1,514

種が確認されている。 

 

第3.1-10表 動物相の概要 

分  類 既存資料による主な出現種 

哺 乳 類 

ジネズミ、コウベモグラ、キクガシラコウモリ、ユビナガコウモリ、ニホンザル、ノウ

サギ、スミスネズミ、アカネズミ、ヒメネズミ、カヤネズミ、テン、イタチ、ニホンア

ナグマ、アライグマ、キツネ、タヌキ、イノシシ、ニホンジカ等 33種 

鳥  類 

アカヤマドリ、キジ、オシドリ、マガモ、オナガガモ、コガモ、カイツブリ、キジバ

ト、カワウ、ゴイサギ、アオサギ、コサギ、バン、ホトトギス、コチドリ、イソシギ、

ミサゴ、サシバ、キュウシュウフクロウ、カワセミ、ヒヨドリ、ウグイス、メジロ、ス

ズメ等 325種 

爬 虫 類 

ニホンイシガメ、クサガメ、ミシシッピアカミミガメ、ニホンスッポン、ニホンヤモ

リ、ニシヤモリ、ニホントカゲ、ニホンカナヘビ、タカチホヘビ、シマヘビ、アオダイ

ショウ、ジムグリ、シロマダラ、ヒバカリ、ヤマカガシ、ニホンマムシ 16種 

両 生 類 

カスミサンショウウオ、ブチサンショウウオ、アカハライモリ、ニホンヒキガエル、ニ

ホンアマガエル、タゴガエル、ニホンアカガエル、ヤマアカガエル、トノサマガエル、

ウシガエル、ツチガエル、ヌマガエル、シュレーゲルアオガエル、カジカガエル 14種 

昆 虫 類 

チラカゲロウ、アオモンイトトンボ、オオゴキブリ、クツワムシ、ショウリョウバッ

タ、ヒメハルゼミ、ベニツチカメムシ、キマダラセセリ、キタテハ、ベニシジミ、シオ

ヤアブ、ニワハンミョウ、コガタノゲンゴロウ、カブトムシ、オオスズメバチ等 899種  

魚  類 

ニホンウナギ、ギンブナ、カワムツ、カマツカ、ドジョウ、ナマズ、アユ、ボラ、ミナ

ミメダカ、ブルーギル、オオクチバス、ドンコ、カワアナゴ、シロウオ、マハゼ、アベ

ハゼ、チチブ、ミミズハゼ、オオヨシノボリ、シマヨシノボリ、スミウキゴリ等 66種 

底生動物 

イシマキガイ、スクミリンゴガイ、カワニナ、フトヘナタリガイ、モノアラガイ、サカ

マキガイ、マシジミ、ドブシジミ、クチバガイ、ホウネンエビ、ミゾレヌマエビ、ミナ

ミテナガエビ、アメリカザリガニ、ヨコヤアナジャコ、モクズガニ、サワガニ等 161種 

「こがねむし No.36～84」（長崎県昆虫研究会、昭和55年～令和元年） 

「長崎県生物学会誌 No.19～85」（長崎県生物学会、昭和55年～令和元年） 

「長崎県の生物」（長崎県の生物編集委員会、平成元年） 

「長崎県の鳥類」（長崎県保健環境部自然保護課、平成7年） 

「長崎県の両生・爬虫類」（松尾公則、平成17年） 

「長崎県の哺乳類」（松尾公則、平成22年） 

「長崎県レッドデータブック2011 ながさきの希少な野生動植物（普及版）」（長崎県レッドデータブック編集委

員会、長崎県環境部自然環境課、平成24年） 

「続させぼ自然ガイドブック」（ふるさと自然の会、平成29年） より作成 
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② 重要な種及び注目すべき生息地の概要 

イ．動物の重要な種 

既存資料に記載されている確認種等について、第3.1-11表に示す選定根拠に基づき学

術上又は希少性の観点から、重要な種及び注目すべき生息地を選定した。重要な種の選

定結果は、第3.1-12表のとおりであり、哺乳類12種、鳥類154種、爬虫類5種、両生類9種、

昆虫類146種、魚類30種及び底生動物78種が確認されている。 

なお、対象事業実施区域及びその周辺において、注目すべき生息地は確認されていな

い。 

 

第3.1-11表 重要な種及び注目すべき生息地の選定根拠及びランク 

選定根拠 参考文献等 

全 

 

国 

①「文化財保護法」により

指定されているもの 

・国指定特別天然記念物（特天） 

・国指定天然記念物（国天） 

･「文化財保護法」（昭和25年法

律第214号） 

②「絶滅のおそれのある

野生動植物の種の保存

に関する法律」により

指定されているもの 

・国内希少野生動植物種（国内） 

・国際希少野生動植物種（国際） 

･「絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法

律」（平成4年法律第75号） 

･「絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法律

施行令」（平成5年政令第17号）

③「レッドリスト」（環境

省）に取り上げられて

いるもの 

・絶滅（EX） 

・野生絶滅（EW） 

・絶滅危惧ⅠA類（CR） 

・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

・準絶滅危惧（NT） 

・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群（LP）

･「環境省レッドリスト2020の

公表について」（環境省、令和

2年） 

長

崎 

県 

等 

④「文化財保護条例」によ

り指定されているもの 

・県指定天然記念物（県天） 

・佐世保市指定天然記念物（市天） 

･「長崎県文化財保護条例」

（昭和36年条例第16号） 

･「佐世保市文化財保護条例」

（昭和45年条例第17号） 

・「佐々町文化財保護条例」（昭

和46年条例第10号） 

⑤「長崎県未来につなが

る環境を守り育てる条

例」により指定されて

いるもの 

・希少野生動植物種（県希少） ･「長崎県未来につながる環境

を守り育てる条例」（平成20

年条例第15号） 

⑥「レッドリスト」（長崎

県）に取り上げられて

いるもの 

・絶滅（EX） 

・絶滅危惧ⅠA類（CR） 

・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

・準絶滅危惧（NT） 

・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群（LP）

･「長崎県レッドリスト（2011）

中間見直し」（長崎県環境部

自然環境課、平成29年） 

⑦「レッドリスト」（佐世

保市）に取り上げられ

ているもの 

・絶滅種（EX） 

・絶滅危惧ⅠA類（CR） 

・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

・準絶滅危惧（NT） 

・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群（LP）

・「佐世保市レッドリスト2013

年改訂版」（佐世保市、平成25

年） 
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第3.1-12表(1) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

1 

哺
乳
類 

コウモリ目 キクガシラコウモリ コキクガシラコウモリ - - - - - NT CR

2 （翼手目）  キクガシラコウモリ - - - - - NT VU

3  ヒナコウモリ モモジロコウモリ - - - - - NT CR

4   ヤマコウモリ - - VU - - VU - 

5   ユビナガコウモリ - - - - - NT CR

6 ネズミ目 リス ムササビ - - - - - CR - 

7 （齧歯目） ヤマネ ヤマネ 国天 - - - - VU - 

8  ネズミ スミスネズミ - - - - - VU CR

9   ハタネズミ - - - - - VU - 

10   カヤネズミ - - - - - NT VU

11 ネコ目 イヌ キツネ - - - - - NT EN

12 （食肉目） イタチ イタチ - - - - - NT NT

13 

鳥 

類 

キジ目 キジ ウズラ - - VU - - VU - 

14   アカヤマドリ - - NT - - NT VU

15 カモ目 カモ サカツラガン - - DD - - - - 

16   ヒシクイ 国天 - VU - - - - 

17   マガン 国天 - NT - - - DD

18   ハクガン - - CR - - - - 

19   コクガン 国天 - VU - - - - 

20   ツクシガモ - - VU - - VU CR

21   アカツクシガモ - - DD - - - - 

22   オシドリ - - DD - - NT NT

23   オカヨシガモ - - - - - NT VU

24   ヨシガモ - - - - - NT NT

25   ハシビロガモ - - - - - NT VU

26   シマアジ - - - - - NT - 

27   トモエガモ - - VU - - VU EN

28   アカハジロ - - DD - - - - 

29   ビロードキンクロ - - - - - NT - 

30   クロガモ - - - - - NT - 

31   ミコアイサ - - - - - NT - 

32   カワアイサ - - - - - CR - 

33   ウミアイサ - - - - - NT - 

34   コウライアイサ - 国際 - - - - - 

35 カイツブリ目 カイツブリ カンムリカイツブリ - - - - - NT NT

36 ハト目 ハト カラスバト 国天 - NT - - NT EN

37 アビ目 アビ アビ - - - - - NT DD

38   オオハム - - - - - NT DD

39   シロエリオオハム - - - - - NT NT

40 コウノトリ目 コウノトリ コウノトリ 特天 国内 CR - - - - 

41 カツオドリ目 ウ ヒメウ - - EN - - EN - 

42 ペリカン目 サギ サンカノゴイ - - EN - - EN - 

43   ヨシゴイ - - NT - - CR CR

44   オオヨシゴイ - 国内 CR - - CR - 

45   ミゾゴイ - - VU - - VU CR

46   ササゴイ - - - - - NT DD

47   アカガシラサギ - - - - - NT VU

48   チュウサギ - - NT - - NT NT

49   クロサギ - - - - - NT EN

50   カラシラサギ - - NT - - CR CR
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第3.1-12表(2) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

51 

鳥 

類 

ペリカン目 トキ クロトキ - - DD - - - - 

52   ヘラサギ - - DD - - CR CR

53   クロツラヘラサギ - 国内 EN - - EN - 

54 ツル目 ツル マナヅル - 国際 VU - - VU NT

55   タンチョウ 特天 国内 VU - - - - 

56   クロヅル - - DD - - - - 

57   ナベヅル - 国際 VU - - VU NT

58  クイナ シマクイナ - 国内 EN - - - - 

59   クイナ - - - - - VU VU

60   ヒクイナ - - NT - - NT NT

61   バン - - - - - - NT

62   オオバン - - - - - - NT

63 カッコウ目 カッコウ セグロカッコウ - - - - - - DD

64   カッコウ - - - - - - VU

65 ヨタカ目 ヨタカ ヨタカ - - NT - - EN CR

66 チドリ目 チドリ タゲリ - - - - - - DD

67   ケリ - - DD - - NT CR

68   ムナグロ - - - - - NT NT

69   ダイゼン - - - - - NT CR

70   イカルチドリ - - - - - NT NT

71   コチドリ - - - - - NT NT

72   シロチドリ - - VU - - NT NT

73   メダイチドリ - 国際 - - - NT - 

74   オオメダイチドリ - 国際 - - - - - 

75  ミヤコドリ ミヤコドリ - - - - - NT - 

76  セイタカシギ セイタカシギ - - VU - - VU EN

77  シギ ヤマシギ - - - - - NT VU

78   オオジシギ - - NT - - - - 

79   オオハシシギ - - - - - NT - 

80   シベリアオオハシシギ - - DD - - - - 

81   オグロシギ - - - - - VU - 

82   オオソリハシシギ - 国際 VU - - CR - 

83   コシャクシギ - 国際 EN - - CR CR

84   チュウシャクシギ - - - - - NT - 

85   ダイシャクシギ - - - - - EN CR

86   ホウロクシギ - 国際 VU - - VU CR

87   ツルシギ - - VU - - VU - 

88   アカアシシギ - - VU - - EN EN

89   コアオアシシギ - - - - - NT NT

90   アオアシシギ - - - - - NT - 

91   カラフトアオアシシギ - 国内 CR - - - - 

92   クサシギ - - - - - - NT

93   タカブシギ - - VU - - VU NT

94   キアシシギ - - - - - NT - 

95   ソリハシシギ - - - - - NT - 

96   キョウジョシギ - - - - - NT VU

97   オバシギ - 国際 - - - NT - 

98   コオバシギ - 国際 - - - CR - 

99   トウネン - - - - - NT NT

100   ウズラシギ - - - - - NT - 
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第3.1-12表(3) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

101 

鳥 

類 

チドリ目 シギ サルハマシギ - 国際 - - - - - 

102   ハマシギ - - NT - - NT VU

103   ヘラシギ - 国内 CR - - CR - 

104   キリアイ - - - - - NT DD

105   エリマキシギ - - - - - NT - 

106  タマシギ タマシギ - - VU - - NT EN

107  ツバメチドリ ツバメチドリ - - VU - - CR CR

108  カモメ ユリカモメ - - - - - NT - 

109   ズグロカモメ - - VU - - VU CR

110   オオセグロカモメ - - NT - - - - 

111   コアジサシ - - VU - - VU - 

112 タカ目 ミサゴ ミサゴ - - NT - - NT NT

113  タカ ハチクマ - - NT - - NT NT

114   オジロワシ 国天
国内
国際

VU - - VU CR

115   オオワシ 国天 国内 VU - - VU - 

116   チュウヒ - 国内 EN - - EN CR

117   ハイイロチュウヒ - - - - - NT - 

118   ツミ - - - - - NT EN

119   ハイタカ - - NT - - NT VU

120   オオタカ - - NT - - NT EN

121   サシバ - - VU - - VU CR

122   ノスリ - - - - - - NT

123   クマタカ - 国内 EN - - - - 

124 フクロウ目 フクロウ オオコノハズク - - - - - VU EN

125   キュウシュウフクロウ - - - - - NT NT

126   アオバズク - - - - - NT CR

127 ブッポウソウ目 カワセミ アカショウビン - - - - - VU CR

128   カワセミ - - - - - - NT

129   ヤマセミ - - - - - CR CR

130  ブッポウソウ ブッポウソウ - - EN - - CR - 

131 キツツキ目 キツツキ カゴシマアオゲラ - - - - - - NT

132 ハヤブサ目 ハヤブサ チョウゲンボウ - - - - - - NT

133   ハヤブサ - 
国内
国際

VU - - VU CR

134 スズメ目 ヤイロチョウ ヤイロチョウ - 国内 EN - - CR CR

135  サンショウクイ サンショウクイ - - VU - - VU EN

136  カササギヒタキ サンコウチョウ - - - - - VU CR

137  モズ チゴモズ - - CR - - CR - 

138   アカモズ - - EN - - CR CR

139  カラス カケス - - - - - - NT

140  キクイタダキ キクイタダキ - - - - - EN EN

141  ツリスガラ ツリスガラ - - - - - - NT

142  シジュウカラ コガラ - - - - - EN - 

143   ヒガラ - - - - - VU - 

144  ウグイス ヤブサメ - - - - - - NT

145  センニュウ ウチヤマセンニュウ - - EN - - - - 

146  ヨシキリ オオヨシキリ - - - - - - VU

147   コヨシキリ - - - - - VU - 

148  ミソサザイ ミソサザイ - - - - - NT VU

149  カワガラス カワガラス - - - - - VU - 

150  ヒタキ トラツグミ - - - - - - NT
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第3.1-12表(4) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

151 

鳥 

類 

スズメ目 ヒタキ クロツグミ - - - - - - VU

152   コマドリ - - - - - - DD

153   ノゴマ - - - - - - CR

154   コルリ - - - - - - DD

155   シマゴマ - - - - - - CR

156   ルリビタキ - - - - - - NT

157   キビタキ - - - - - EN EN

158   ムギマキ - - - - - - EN

159   オオルリ - - - - - - NT

160  セキレイ マミジロタヒバリ - - - - - - NT

161  アトリ ベニマシコ - - - - - - NT

162   ウソ - - - - - - NT

163   シメ - - - - - - NT

164  ホオジロ ノジコ - - NT - - NT - 

165   コジュリン - - VU - - VU - 

166   オオジュリン - - - - - - NT

167 

爬
虫
類 

カメ目 イシガメ ニホンイシガメ - - NT - - EN CR

168  スッポン ニホンスッポン - - DD - - DD DD

169 有鱗目 ヤモリ ニシヤモリ - - - - - NT - 

170  タカチホヘビ タカチホヘビ - - - - - NT NT

171  ナミヘビ シロマダラ - - - - - NT NT

172 

両
生
類 

有尾目 サンショウウオ カスミサンショウウオ - - VU - - VU VU

173   ブチサンショウウオ - - EN - - EN CR

174  イモリ アカハライモリ - - NT - - NT NT

175 無尾目 ヒキガエル ニホンヒキガエル - - - - - NT VU

176  アカガエル タゴガエル - - - - - - NT

177   ニホンアカガエル - - - - - NT NT

178   ヤマアカガエル - - - - - VU VU

179   トノサマガエル - - NT - - CR CR

180  アオガエル カジカガエル - - - - - NT EN

181 

昆
虫
類 

トンボ目 アオイトトンボ アオイトトンボ - - - - - NT NT

182 （蜻蛉目） イトトンボ キイトトンボ - - - - - NT NT

183   ベニイトトンボ - - NT - - NT NT

184   アジアイトトンボ - - - - - NT - 

185   セスジイトトンボ - - - - - VU CR

186   ムスジイトトンボ - - - - - NT VU

187   オオイトトンボ - - - - - VU - 

188  モノサシトンボ グンバイトンボ - - NT - - EN EN

189  ムカシトンボ ムカシトンボ - - - - - VU EN

190  ヤンマ ネアカヨシヤンマ - - NT - - VU CR

191   アオヤンマ - - NT - - CR - 

192   マルタンヤンマ - - - - - VU NT

193   クロスジギンヤンマ - - - - - - NT

194   コシボソヤンマ - - - - - NT NT

195   サラサヤンマ - - - - - EN NT

196  サナエトンボ ミヤマサナエ - - - - - CR - 

197   キイロサナエ - - NT - - CR - 

198   クロサナエ - - - - - VU NT

199   ヒメクロサナエ - - - - - VU VU

200   オナガサナエ - - - - - EN VU
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第3.1-12表(5) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

201 

昆
虫
類 

トンボ目 サナエトンボ ウチワヤンマ - - - - - EN VU

202 （蜻蛉目）  ヒメサナエ - - - - - VU - 

203   オジロサナエ - - - - - VU NT

204   タベサナエ - - NT - - NT NT

205   フタスジサナエ - - NT - - CR - 

206   オグマサナエ - - NT - - CR - 

207  エゾトンボ トラフトンボ - - - - - NT VU

208   コヤマトンボ - - - - - NT NT

209   タカネトンボ - - - - - NT NT

210  トンボ ヨツボシトンボ - - - - - NT NT

211   チョウトンボ - - - - - - NT

212   キトンボ - - - - - EN VU

213   アキアカネ - - - - - VU NT

214   マイコアカネ - - - - - NT CR

215   ヒメアカネ - - - - - NT NT

216   ミヤマアカネ - - - - - CR CR

217 
カマキリ目 
（蟷螂目） 

カマキリ ウスバカマキリ - - DD - - DD NT

218 
バッタ目 
（直翅目） 

ヒバリモドキ ハマスズ - - - - - - VU

219 カメムシ目 セミ ハルゼミ - - - - - EN VU

220 （半翅目） ツチカメムシ ハマベツチカメムシ - - - - - EN EN

221   シロヘリツチカメムシ - - NT - - EN CR

222   ベニツチカメムシ - - - - - - NT

223  キンカメムシ ニシキキンカメムシ - - - - - EN - 

224  アメンボ シロウミアメンボ - - VU - - VU NT

225   シマアメンボ - - - - - - NT

226  カタビロアメンボ ケシウミアメンボ - - - - - - NT

227  ミズムシ（昆） ホッケミズムシ - - NT - - EN - 

228  コオイムシ コオイムシ - - NT - - EN VU

229  タイコウチ タイコウチ - - - - - NT NT

230   ミズカマキリ - - - - - NT NT

231 
アミメカゲロウ目 
（脈翅目） 

ウスバカゲロウ オオウスバカゲロウ - - - - - - CR

232 チョウ目 セセリチョウ アオバセセリ本土亜種 - - - - - - NT

233 （鱗翅目）  ミヤマセセリ - - - - - EN - 

234   ホソバセセリ - - - - - NT CR

235   ヒメキマダラセセリ - - - - - EN - 

236   ミヤマチャバネセセリ - - - - - VU VU

237   オオチャバネセセリ - - - - - EN VU

238   コチャバネセセリ - - - - - - NT

239  シジミチョウ ミズイロオナガシジミ - - - - - VU - 

240   コツバメ - - - - - NT VU

241   スギタニルリシジミ九州亜種 - - - - - VU - 

242   キリシマミドリシジミ本州以南亜種 - - - - - VU CR

243   タイワンツバメシジミ本土亜種 - - - - - EN CR

244   アカシジミ - - - - - VU - 

245   クロシジミ - - EN - - VU - 

246   トラフシジミ - - - - - VU VU

247   クロツバメシジミ九州沿岸亜種 - - NT - - NT NT

248   ウラキンシジミ - - - - - EN - 

249   シルビアシジミ - - EN - - VU CR

250  タテハチョウ コムラサキ - - - - - NT VU
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第3.1-12表(6) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

251 

昆
虫
類 

チョウ目 タテハチョウ サカハチチョウ - - - - - VU - 

252 （鱗翅目）  ウラギンスジヒョウモン - - VU - - EN EN

253   オオウラギンスジヒョウモン - - - - - CR - 

254   メスグロヒョウモン - - - - - - NT

255   スミナガシ本土亜種 - - - - - NT VU

256   ウラギンヒョウモン - - - - - VU EN

257   オオウラギンヒョウモン - - CR - 県希少 EN CR

258   ジャノメチョウ - - - - - - EN

259   サトキマダラヒカゲ - - - - - - NT

260   ヤマキマダラヒカゲ本土亜種 - - - - - DD - 

261   クモガタヒョウモン - - - - - EN CR

262   ミスジチョウ - - - - - EN - 

263   ヒオドシチョウ - - - - - VU DD

264   ウラナミジャノメ本土亜種 - - VU - - NT - 

265  アゲハチョウ ミカドアゲハ本土亜種 - - - - - - NT

266   オナガアゲハ - - - - - EN - 

267  シロチョウ ツマキチョウ本土亜種 - - - - - - VU

268   ツマグロキチョウ - - EN - - - VU

269   タイワンモンシロチョウ - - - - - EN - 

270  シャクガ ヘリクロテンアオシャク - - - - - CR - 

271 ハエ目 ハナアブ カクモンハラブトハナアブ - - - - - CR - 

272 （双翅目）  ハナナガモモブトハナアブ - - - - - CR - 

273   イケザキミフシコヒラタアブ - - - - - CR - 

274 コウチュウ目 オサムシ イソチビゴミムシ - - NT - - VU EN

275 （鞘翅目） ハンミョウ ヨドシロヘリハンミョウ - - VU - 県希少 CR - 

276   シロヘリハンミョウ - - NT - - NT - 

277   ハラビロハンミョウ - - VU - 県希少 CR CR

278  ゲンゴロウ コガタノゲンゴロウ - - VU - - NT - 

279   シマゲンゴロウ - - NT - - VU - 

280   コマルケシゲンゴロウ - - NT - - - - 

281  ミズスマシ オオミズスマシ - - NT - - NT VU

282   ヒメミズスマシ - - EN - - VU - 

283   ミズスマシ - - VU - - VU NT

284  ガムシ コガムシ - - DD - - VU - 

285   ガムシ - - NT - - VU - 

286  ハネカクシ オオズオオキバハネカクシ - - - - - VU - 

287  クワガタムシ オオクワガタ - - VU - - CR - 

288   アカアシクワガタ - - - - - VU - 

289  コガネムシ アカマダラハナムグリ - - DD - - CR - 

290   ダイコクコガネ - - VU - - CR - 

291   コカブトムシ - - - - - - VU

292   ヤマトケシマグソコガネ - - - - - VU - 

293   シロスジコガネ - - - - - NT NT

294   クロカナブン - - - - - VU - 

295  タマムシ タマムシ - - - - - - NT

296   アオマダラタマムシ - - - - - NT NT

297   ミスジツブタマムシ - - - - - VU - 

298  コメツキムシ ハマベオオヒメサビキコリ - - - - - - VU

299   スナサビキコリ - - - - - NT VU

300  ホタル ヘイケボタル - - - - - VU NT
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第3.1-12表(7) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

301 

昆
虫
類 

コウチュウ目 ホタル ヒメボタル - - - - - VU VU

302 （鞘翅目） カッコウムシ ヤマトヒメメダカカッコウムシ - - - - - VU - 

303  ジョウカイモドキ イソジョウカイモドキ - - DD - - EN - 

304  テントウムシ カメノコテントウ - - - - - - VU

305  ゴミムシダマシ オオヒョウタンキマワリ - - - - - NT - 

306   ホソハマベゴミムシダマシ - - - - - NT VU

307   ナガサキトゲヒサゴゴミムシダマシ - - - - - NT VU

308  カミキリムシ ミドリカミキリ - - - - - EN - 

309   ベーツヒラタカミキリ - - - - - VU - 

310   フクチセダカコブヤハズカミキリ - - - - - VU - 

311   クスベニカミキリ - - - - - NT VU

312   ヨツボシカミキリ - - EN - - EN - 

313   トラフカミキリ - - - - - EN - 

314   ブドウトラカミキリ - - - - - EN - 

315  ハムシ オオサルハムシ - - - - - VU CR

316   ジュウシホシツツハムシ - - - - - NT VU

317  ミツギリゾウムシ ミツギリゾウムシ - - - - - NT - 

318 ハチ目 セイボウ オオセイボウ - - DD - - - - 

319 （膜翅目） スズメバチ ヤマトアシナガバチ - - DD - - - - 

320  アナバチ フジジガバチ - - NT - - - - 

321   フクイアナバチ - - NT - - - - 

322  ミツバチ クロマルハナバチ - - NT - - - - 

323   ナミルリモンハナバチ - - DD - - - - 

324  ハキリバチ クズハキリバチ - - DD - - - - 

325   キバラハキリバチ - - NT - - - - 

326   マイマイツツハナバチ - - DD - - - - 

327 

魚 

類 

ウナギ目 ウナギ ニホンウナギ - - EN - - DD CR

328 コイ目 コイ ゲンゴロウブナ - - EN - - - - 

329   アブラボテ - - NT - - EN CR

330   カネヒラ - - - - - CR - 

331   ニッポンバラタナゴ - - CR - 県希少 CR CR

332   モツゴ - - - - - - NT

333   ムギツク - - - - - NT EN

334   カマツカ - - - - - NT VU

335   イトモロコ - - - - - EN EN

336  ドジョウ ドジョウ - - NT - - NT EN

337   ヤマトシマドジョウ - - VU - - VU CR

338 ナマズ目 ギギ アリアケギバチ - - VU - - VU EX

339  ナマズ ナマズ - - - - - - NT

340 サケ目 アユ アユ - - - - - - NT

341 トゲウオ目 ヨウジウオ テングヨウジ - - - - - NT - 

342 ダツ目 メダカ ミナミメダカ - - VU - - NT NT

343 スズキ目 カワアナゴ カワアナゴ - - - - - NT - 

344  ハゼ イドミミズハゼ - - NT - 県希少 NT - 

345   ヒモハゼ - - NT - - NT - 

346   シロウオ - - VU - - NT VU

347   チワラスボ - - EN - - DD - 

348   タビラクチ - - VU - - VU - 

349   トビハゼ - - NT - 県希少 VU EN

350   ゴマハゼ - - VU - - NT - 
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第3.1-12表(8) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

351 

魚 

類 

スズキ目 ハゼ マサゴハゼ - - VU - - NT - 

352   クロコハゼ - - - - - NT - 

353   カワヨシノボリ - - - - - VU - 

354   オオヨシノボリ - - - - - NT NT

355   チクゼンハゼ - - VU - 県希少 VU - 

356   クボハゼ - - EN - - NT EN

357 

底
生
動
物 

スピオ目 ツバサゴカイ ツバサゴカイ - - - - - EN VU

358 古腹足目 ニシキウズガイ イボキサゴ - - NT - - VU VU

359 アマオブネガイ目 アマオブネガイ カノコガイ - - - - - - NT

360 新生腹足目 タニシ マルタニシ - - VU - - VU NT

361   オオタニシ - - NT - - VU VU

362  オニノツノガイ コゲツノブエガイ - - VU - - VU EN

363   カニモリガイ - - - - - VU NT

364  ウミニナ ウミニナ - - NT - - VU NT

365   イボウミニナ - - VU - 県希少 CR CR

366  トゲカワニナ タケノコカワニナ - - VU - - EN EN

367  キバウミニナ フトヘナタリガイ - - NT - - NT NT

368   ヘナタリガイ - - NT - - VU VU

369   カワアイガイ - - VU - - VU NT

370  カワザンショウガイ オオウスイロヘソカドガイ - - - - - - NT

371  エゾマメタニシ ヒメマルマメタニシ - - VU - - EN EN

372  ミズゴマツボ ミズゴマツボ - - VU - - EN EN

373  ムシロガイ カニノテムシロガイ - - NT - - EN CR

374  テングニシ テングニシ - - NT - - EN VU

375 汎有肺目 イソアワモチ ドロアワモチ - - VU - - EN EN

376  オカミミガイ シイノミミミガイ - - CR+EN - 県希少 CR EN

377   オカミミガイ - - VU - - VU EN

378   オキヒラシイノミガイ - - CR+EN - 県希少 CR CR

379  モノアラガイ モノアラガイ - - NT - - VU NT

380  ヒラマキガイ ヒラマキミズマイマイ - - DD - - DD NT

381   クルマヒラマキガイ - - - - - VU VU

382   ヒラマキガイモドキ - - NT - - NT NT

383 ウグイスガイ目 ハボウキガイ ハボウキガイ - - - - - EN - 

384 イシガイ目 イシガイ イシガイ - - - - - NT - 

385   マツカサガイ - - NT - - VU CR

386 マルスダレガイ目 フナガタガイ ウネナシトマヤガイ - - NT - - - - 

387  シジミ ヤマトシジミ - - NT - - NT NT

388   マシジミ - - VU - - DD VU

389  マルスダレガイ シオヤガイ - - NT - - EN EN

390   シラオガイ - - NT - - EN VU

391   ケマンガイ - - NT - - NT NT

392   ハマグリ - - VU - - EN EN

393   カガミガイ - - - - - - NT

394   ウスハマグリ - - CR+EN - - EN CR

395   イオウハマグリ - - VU - - VU EN

396   アサリ - - - - - - NT

397  ニッコウガイ モモノハナガイ - - NT - - - - 

398   ウズザクラガイ - - NT - - - NT

399  シオサザナミ ハザクラガイ - - NT - - NT CR

400  マテガイ マテガイ - - - - - - NT
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第3.1-12表(9) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

401 

底
生
動
物 

マルスダレガイ目 バカガイ ユキガイ - - NT - - EN VU

402  チドリマスオ クチバガイ - - NT - - NT NT

403 剣尾目 カブトガニ カブトガニ - - CR+EN - 県希少 EN CR

404 ホウネンエビ目 ホウネンエビ ホウネンエビ - - - - - NT NT

405 エビ目 ヌマエビ ヤマトヌマエビ - - - - - NT VU

406   ヒメヌマエビ - - - - - VU NT

407   トゲナシヌマエビ - - - - - NT NT

408   ミナミヌマエビ - - - - - DD DD

409  テナガエビ ミナミテナガエビ - - - - - NT NT

410   ヒラテテナガエビ - - - - - NT VU

411   テナガエビ - - - - - NT NT

412   スジエビ - - - - - - DD

413  テッポウエビ セジロムラサキエビ - - - - - NT - 

414  ハサミシャコエビ ハサミシャコエビ - - - - - NT NT

415  アナジャコ ヨコヤアナジャコ - - - - - NT NT

416  ベンケイガニ クロベンケイガニ - - - - - - NT

417   ウモレベンケイガニ - - - - - NT VU

418   フジテガニ - - - - - NT NT

419   ユビアカベンケイガニ - - - - - NT NT

420  モクズガニ ハマガニ - - - - - EN VU

421   ヒメアシハラガニ - - - - - NT NT

422   アシハラガニ - - - - - NT NT

423   ミナミアシハラガニ - - - - - NT NT

424  ムツハアリアケガニ ムツハアリアケガニ - - - - - EN VU

425  コメツキガニ チゴガニ - - - - - NT NT

426   コメツキガニ - - - - - NT NT

427  オサガニ オサガニ - - - - - NT VU

428   ヒメヤマトオサガニ - - - - - NT NT

429   ヤマトオサガニ - - - - - NT VU

430  スナガニ ハクセンシオマネキ - - VU - - NT NT

431   スナガニ - - - - - NT VU

432   シオマネキ - - VU - - EN CR

433  カクレガニ オオシロピンノ - - - - - DD - 

434 舌殻目 シャミセンガイ ミドリシャミセンガイ - - - - - CR CR
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第3.1-12表(10) 重要な種 

No. 
分
類 

目 名 科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

小 計 53 目 162 科 

哺乳類 1種 0種 1種 0種 0種 12種 8種

鳥類 8種 24種 68種 0種 0種 105種 96種

爬虫類 0種 0種 2種 0種 0種 5種 4種

両生類 0種 0種 4種 0種 0種 8種 9種

昆虫類 0種 0種 46種 0種 3種 117種 83種

魚類 0種 0種 18種 0種 4種 26種 17種

底生動物 0種 0種 39種 0種 4種 68種 72種

合   計 9種 24種 178種 0種 11種 341種 289種

全 合 計 
哺乳類 12 種、鳥類 154 種、爬虫類 5 種、両生類 9 種、

昆虫類 146 種、魚類 30 種、底生動物 78 種 

注：1．選定根拠は、第3.1-11表に基づくものである。 
2．「－」は、該当しないことを示す。 

3．哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫類、魚類及び底生動物の種名及び並び順は「河川水辺の国勢調査のための生物

リスト 令和元年度生物リスト」（国土交通省、令和元年）、鳥類の種名及び並び順は「日本鳥類目録 改訂

第7版」（日本鳥学会、平成24年）に準拠した。 

「こがねむし No.36～84」（長崎県昆虫研究会、昭和55年～令和元年） 

「長崎県生物学会誌 No.19～85」（長崎県生物学会、昭和55年～令和元年） 

「長崎県の生物」（長崎県の生物編集委員会、平成元年） 

「長崎県の鳥類」（長崎県保健環境部自然保護課、平成7年） 

「長崎県の両生・爬虫類」（松尾公則、平成17年） 

「長崎県の哺乳類」（松尾公則、平成22年） 

「長崎県レッドデータブック2011 ながさきの希少な野生動植物（普及版）」（長崎県レッドデータブッ

ク編集委員会、長崎県環境部自然環境課、平成24年） 

「続させぼ自然ガイドブック」（ふるさと自然の会、平成29年） より作成 

 

ロ．希少猛禽類の生息分布図 

「センシティビティマップ 重要種」（環境アセスメントデータベースEADAS（イーダ

ス）、令和2年8月閲覧）によると、対象事業実施区域及びその周辺において、生息分布

が確認された猛禽類はなかった。 

 

ハ．鳥類の渡り経路 

「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成27年）に

よると、サシバ、ハチクマ、ノスリ、アカハラダカ及びツル類の渡りの経路に関する情

報は、以下に示すとおりである。 

サシバ、ノスリは、対象事業実施区域周辺を主要な渡りの経路としていない（第3.1-

10、12、15図）。 

ハチクマ、アカハラダカは、対象事業実施区域周辺において、主に秋季の渡りの経路

として記録がある（第3.1-11、13、15図）。 

ツル類は、90％以上が鹿児島県の出水平野に飛来するとされており、天草、西彼杵半

島、平戸を経て対馬に至るコースと、諫早、伊万里、壱岐を経て対馬に至る2コースが知

られている。対象事業実施区域は、いずれのルートにも近接しており、天草、西彼杵半

島、平戸を経て対馬に至るコースの経路付近に位置している（第3.1-14図）。 

「センシティビティマップ 日中の渡りルート」並びに「センシティビティマップ 夜

間の渡りルート」（環境アセスメントデータベースEADAS（イーダス）、令和2年8月閲覧）

によると、対象事業実施区域及びその周辺ではアカハラダカ、ハチクマ、その猛禽類の

日中の渡りルート及び秋季の夜間の渡りルートが確認されている（第3.1-15、16図）。 
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第 3.1-10 図(1) サシバの秋季の渡り経路（○：対象事業実施区域） 

 

 

 

第 3.1-10 図(2) サシバの春季の渡り経路（○：対象事業実施区域） 

出典）「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 27 年） 

  



3－33 

(49) 

 

第 3.1-11 図(1) ハチクマの秋季の渡り経路（○：対象事業実施区域） 

 

 

 

第 3.1-11 図(2) ハチクマの春季の渡り経路（○：対象事業実施区域） 

出典）「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 27 年） 
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第 3.1-12 図(1) ノスリの秋季の渡り経路（○：対象事業実施区域） 

 

 

 

 

第 3.1-12 図(2) ノスリの春季の渡り経路（○：対象事業実施区域） 

出典）「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 27 年） 
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第 3.1-13 図 アカハラダカの秋季の観察記録（○：対象事業実施区域） 

 

 

第 3.1-14 図 ツル類の渡り経路（○：対象事業実施区域） 

出典）「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（環境省、平成 27 年） 

 



3－36 

(52) 

 

第 3.1-15 図 センシティビティマップ 日中の渡りルート（猛禽類） 

 

 

第 3.1-16 図 センシティビティマップ 夜間の渡りルート 

出典）「環境アセスメントデータベース EADAS（イーダス）」（環境省 HP、令和 2 年 8 月閲覧） 
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（２）植物の生育の状況 

① 植物相及び植生の概要 

対象事業実施区域及びその周辺における植物相の状況については、「長崎県植物誌」

（中西弘樹、平成27年）等の公開されている既存資料により、その概要を整理した。植

物種の抽出に当たっては、生育の可能性がある種を幅広く情報収集する観点から、既存

資料における分布の記載として「県内各地」、「県北地区」等の記載がある種まで含め

た。 

既存資料によれば、植物相の概要は、第3.1-13表のとおりである。シダ植物169種及び

種子植物1,501種、合計1,670種が確認されている。 

現存植生については、「自然環境保全基礎調査 植生調査情報提供」（環境省、平成17

年）によれば、第3.1-17図のとおりである。 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及びその周辺の山地や丘陵

地にヤブツバキクラス域代償植生のシイ・カシ二次林及び植林地、耕作地植生のスギ・

ヒノキ・サワラ植林が広く分布しており、水田、畑地、果樹園等も点在する。 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）は、スギ・ヒノキ・サワラ

植林が最も広く、他にヤブツバキクラス域代償植生のシイ・カシ二次林やチガヤ－スス

キ群落がみられる。 

 

第3.1-13表 植物相の概要 

分  類 既存資料による主な出現種 

シダ植物 

ミズスギ、シナミズニラ、スギナ、フユノハナワラビ、ゼンマイ、コシダ、ウラジロ、

カニクサ、デンジソウ、キジノオシダ、コバノイシカグマ、フモトシダ、イシカグマ、

ワラビ、イワガネソウ、タチシノブ、イノモトソウ、オオバノハチジョウシダ、ホシ

ダ、ヤワラシダ、ミゾシダ、オオカグマ、シロヤマシダ、オニヤブソテツ、イワヘゴ、

ベニシダ、ナガサキシダ、オリヅルシダ、イノデ、タマシダ、ヒトツバ、ミツデウラボ

シ等 169種 

種子植物 

アカマツ、ヒノキ、シキミ、フウトウカズラ、ツクシアオイ、クスノキ、アオモジ、タ

ブノキ、シロダモ、セキショウ、ムサシアブミ、ウリカワ、ミズオオバコ、ヤマノイ

モ、サルトリイバラ、ノヒメユリ、オニユリ、シュンラン、ネジバナ、ヤブカンゾウ、

ツルボ、ナガバジャノヒゲ、コナギ、スズメノヤリ、アキカサスゲ、ヒトモトススキ、

ヤマカモジグサ、トキワススキ、ツルヨシ、ムラサキケマン、トゲミノキツネノボタ

ン、ナガサキマンネングサ、エビヅル、クズ、ケヤキ、エノキ、イヌビワ、ヤマザク

ラ、スダジイ、マテバシイ、アラカシ、マサキ、アカメガシワ、ジャヤナギ、シハイス

ミレ、キカシグサ、ゴンズイ、オオバタネツケバナ、ボロボロノキ、ホソバノウナギツ

カミ、ノミノフスマ、ザクロソウ、タイミンタチバナ、ミミズバイ、ネジキ、シャシャ

ンボ、サツマイナモリ、テイカカズラ、ヒヨドリジョウゴ、ネズミモチ、キランソウ、

オオムラサキシキブ、キリ、ヤナギバルイラソウ、ナナミノキ、ヌマダイコン、ヨメ

ナ、シマカンギク、ツワブキ、セイタカアワダチソウ、カクレミノ、ノダケ、ハクサン

ボク、キダチニンドウ等 1,501種 

「長崎県生物学会誌 No.19～85」（長崎県生物学会、昭和55年～令和元年）  

「長崎県の生物」（長崎県の生物編集委員会、平成元年） 

「長崎県レッドデータブック2011 ながさきの希少な野生動植物（普及版）」（長崎県レッドデータブック編集委

員会、長崎県環境部自然環境課、平成24年） 

「長崎県植物誌」（中西弘樹、平成27年） 

「続させぼ自然ガイドブック」（ふるさと自然の会、平成29年） より作成 
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凡 例 1:50,000 

 
 

出典：「自然環境保全基礎調査 植生調査情報提供」（環境

省、平成 17 年） 

第3.1-17図 対象事業実施区域及びその周辺の現存植生 
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② 重要な種及び重要な群落の概要 

既存資料に記載されている確認種等について、第3.1-14表に示す選定根拠に基づき学

術上又は希少性の観点から、重要な種及び重要な群落を選定した。重要な種の選定結果

は、第3.1-15表のとおりであり、シダ植物37種及び種子植物305種が確認されている。 

なお、重要な植物群落は確認されていない。 

 

第3.1-14表 重要な種及び重要な群落の選定根拠及びランク 

選定根拠 参考文献等 

全 

 

国 

①「文化財保護法」により指

定されているもの 

・国指定特別天然記念物（特天）

・国指定天然記念物（国天） 

・「文化財保護法」（昭和25年法律第214号） 

②「絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関

する法律」により指定さ

れているもの 

・国内希少野生動植物種（国内）

・国際希少野生動植物種（国際）

・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関

する法律」（平成4年法律第75号） 

・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関

する法律施行令」（平成5年政令第17号） 

③「レッドリスト」（環境省）

に取り上げられているも

の 

・絶滅（EX） 

・野生絶滅（EW） 

・絶滅危惧ⅠA類（CR） 

・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

・準絶滅危惧（NT） 

・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群

（LP） 

・「環境省レッドリスト2020の公表について」（環

境省、令和2年） 

④「自然環境保全基礎調査」

に取り上げられているも

の 

・特定植物群落（特定） ・「第2回自然環境保全基礎調査（緑の国勢調査）特

定植物群落調査報告書 日本の重要な植物群落

北九州版」（環境庁、昭和55年） 

・「第3回自然環境保全基礎調査（緑の国勢調査）特

定植物群落調査報告書 日本の重要な植物群落Ⅱ

九州版1」（環境庁、昭和63年） 

・「第5回自然環境保全基礎調査 特定植物群落調査

報告書」（環境庁、平成12年） 

長

崎 

県 

等 

⑤「文化財保護条例」により

指定されているもの 

・県指定天然記念物（県天） 

・佐世保市指定天然記念物（市天）

・「長崎県文化財保護条例」（昭和36年条例第16号）

・「佐世保市文化財保護条例」（昭和45年条例第17

号） 

・「佐々町文化財保護条例」（昭和46年条例第10号）

⑥「長崎県未来につながる

環境を守り育てる条例」

により指定されているも

の 

・希少野生動植物種（県希少） ・「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」

（平成20年条例第15号） 

⑦「レッドリスト」（長崎県）

に取り上げられているも

の 

・絶滅（EX） 

・絶滅危惧ⅠA類（CR） 

・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

・準絶滅危惧（NT） 

・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群

（LP） 

・「長崎県レッドリスト（2011）中間見直し」（長

崎県環境部自然環境課、平成29年） 

⑧「レッドリスト」（佐世保

市）に取り上げられてい

るもの 

・絶滅種（EX） 

・絶滅危惧ⅠA類（CR） 

・絶滅危惧ⅠB類（EN） 

・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

・準絶滅危惧（NT） 

・情報不足（DD） 

・絶滅のおそれのある地域個体群

（LP） 

・「佐世保市レッドリスト2013年改訂版」（佐世保

市、平成25年） 
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第 3.1-15 表(1) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

1 

シ
ダ
植
物 

ミズニラ シナミズニラ - - VU - - - CR CR 

2 トクサ イヌドクサ - - - - - - NT CR 

3 マツバラン マツバラン - - NT - - - VU EN 

4 ゼンマイ シロヤマゼンマイ - - - - - - - CR 

5 コケシノブ ウチワゴケ - - - - - - - NT 

6  ツルホラゴケ - - - - - - VU CR 

7 ヤブレガサウラボシ スジヒトツバ - - - - - - VU EN 

8 デンジソウ デンジソウ - - VU - - - VU EN 

9 サンショウモ オオアカウキクサ - - EN - - - VU - 

10  アカウキクサ - - EN - - - EN CR 

11 キジノオシダ タカサゴキジノオ - - - - - - - NT 

12 ホングウシダ エダウチホングウシダ - - - - - - VU EN 

13 コバノイシカグマ ウスバイシカグマ - - NT - - - - - 

14 イノモトソウ ヒメウラジロ - - VU - - - NT - 

15  エビガラシダ - - VU - - - VU - 

16  シシラン - - - - - - - VU 

17  ナチシダ - - - - - - - NT 

18 チャセンシダ ヌリトラノオ - - - - - - - NT 

19  コウザキシダ - - - - - - - EN 

20  ホウビシダ - - - - - - - NT 

21 ヒメシダ ヒメハシゴシダ - - - - - - NT - 

22  イブキシダ - - - - - - - VU 

23  アミシダ - - - - - - VU CR 

24  テツホシダ - - - - - - NT - 

25  ヒメシダ - - - - - - NT - 

26 コウヤワラビ イヌガンソク - - - - - - VU CR 

27 メシダ フモトシケシダ - - - - - - - VU 

28  ヒカゲワラビ - - - - - - - NT 

29  コクモウクジャク - - - - - - - NT 

30 オシダ リョウメンシダ - - - - - - - NT 

31  ヒロハヤブソテツ - - - - - - EN CR 

32  ヌカイタチシダモドキ - - - - - - EN - 

33  ナガサキシダ - - - - - - - NT 

34  ジュウモンジシダ - - - - - - - VU 

35 シノブ シノブ - - - - - - - EN 

36 ウラボシ オオイワヒトデ - - - - - - - VU 

37  イワヤナギシダ - - - - - - - CR 

38 

種
子
植
物 

ジュンサイ ジュンサイ - - - - - - VU CR 

39 スイレン ヒツジグサ - - - - - - - NT 

40 センリョウ ヒトリシズカ - - - - - - - CR 

41  フタリシズカ - - - - - - - NT 

42  センリョウ - - - - - - - NT 

43 ドクダミ ハンゲショウ - - - - - - - NT 

44 ウマノスズクサ タイリンアオイ - - - - - 県希少 EN CR 

45  ツクシアオイ - - VU - - - VU VU 

46  アケボノアオイ - - VU - - - VU EN 

47  ウンゼンカンアオイ - - VU - - - VU EN 

48 クスノキ バリバリノキ - - - - - - - NT 

49  ヤマコウバシ - - - - - - - VU 

50 サトイモ マイヅルテンナンショウ - - VU - - - VU CR 
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第 3.1-15 表(2) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

51 

種
子
植
物 

オモダカ アギナシ - - NT - - - EN - 

52  セトヤナギスブタ - - EN - - - - - 

53 トチカガミ マルミスブタ - - VU - - - NT - 

54  スブタ - - VU - - - NT EN 

55  ヤナギスブタ - - - - - - NT CR 

56  ヤマトウミヒルモ - - - - - - NT VU 

57  クロモ - - - - - - - NT 

58  イトトリゲモ - - NT - - - VU CR 

59  トリゲモ - - VU - - - - - 

60  オオトリゲモ - - - - - - EN - 

61  ミズオオバコ - - VU - - - NT VU 

62 シバナ シバナ - - NT - - - NT VU 

63 アマモ コアマモ - - - - - - NT VU 

64  アマモ - - - - - - - NT 

65 ヒルムシロ イトモ - - NT - - - NT EN 

66  エビモ - - - - - - - NT 

67  フトヒルムシロ - - - - - - - NT 

68  センニンモ - - - - - - EN - 

69  ホソバミズヒキモ - - - - - - - VU 

70  ヤナギモ - - - - - - VU CR 

71  ササバモ - - - - - - NT - 

72  リュウノヒゲモ - - NT - - - EN CR 

73 カワツルモ カワツルモ - - NT - - - EN - 

74 ヒナノシャクジョウ ヒナノシャクジョウ - - - - - - NT EN 

75  シロシャクジョウ - - - - - - NT - 

76 ホンゴウソウ ホンゴウソウ - - VU - - - VU - 

77 ビャクブ ナベワリ - - - - - - DD - 

78  ヒメナベワリ - - - - - - - NT 

79 シュロソウ ツクシショウジョウバカマ - - - - - - - VU 

80 イヌサフラン チゴユリ - - - - - - NT CR 

81 ユリ ノヒメユリ - - EN - - - NT VU 

82  カノコユリ - - VU - - - VU EN 

83  タキユリ - - VU - - - NT - 

84  アマナ - - - - - - NT VU 

85 ラン ヒナラン - - EN - - - VU CR 

86  シラン - - NT - - - VU EN 

87  マメヅタラン - - NT - - - EN - 

88  ムギラン - - NT - - - EN CR 

89  キエビネ - - EN - - - VU CR 

90  エビネ - - NT - - - VU EN 

91  ナツエビネ - - VU - - - EN CR 

92  ギンラン - - - - - - NT EN 

93  ユウシュンラン - - VU - - - EN CR 

94  キンラン - - VU - - - VU VU 

95  カンラン - - EN - - 県希少 EN CR 

96  コラン - - CR - - 県希少 CR - 

97  ナギラン - - VU - - - VU EN 

98  ツチアケビ - - - - - - VU EN 

99  セッコク - - - - - - EN CR 

100  キバナノセッコク - - EN - - 県希少 CR - 
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第 3.1-15 表(3) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

101 

種
子
植
物 

ラン カキラン - - - - - - NT VU 

102  タシロラン - - NT - - - NT VU 

103  カシノキラン - - VU - - 県希少 CR - 

104  マツラン - - VU - - - EN DD 

105  アキザキヤツシロラン - - - - - - EN - 

106  オニノヤガラ - - - - - - - CR 

107  ナヨテンマ - - EN - - - CR CR 

108  クロヤツシロラン - - - - - - - EN 

109  ツユクサシュスラン - - - - - - VU EN 

110  アケボノシュスラン - - - - - - VU CR 

111  ミヤマウズラ - - - - - - - NT 

112  ダイサギソウ - - EN - - - EN CR 

113  ミズトンボ - - VU - - - NT - 

114  ムカゴソウ - - EN - - - VU - 

115  ムヨウラン - - - - - - NT VU 

116  ウスキムヨウラン - - NT - - - NT - 

117  クロムヨウラン - - - - - - EN CR 

118  ジガバチソウ - - - - - - NT - 

119  クモキリソウ - - - - - - - CR 

120  スズムシソウ - - - - - - NT - 

121  ササバラン - - EN - - - VU EN 

122  ヒメフタバラン - - - - - - VU VU 

123  ボウラン - - NT - - - NT - 

124  ニラバラン - - - - - - - CR 

125  フウラン - - VU - - - EN CR 

126  サカネラン - - VU - - - CR - 

127  ムカゴトンボ - - EN - - - EN CR 

128  ガンゼキラン - - VU - - 県希少 CR CR 

129  ヤマサギソウ - - - - - - EN EN 

130  トキソウ - - NT - - - - CR 

131  ヤマトキソウ - - - - - - VU - 

132  クモラン - - - - - - CR DD 

133  カゲロウラン - - NT - - - EN CR 

134 キンバイザサ コキンバイザサ - - - - - - NT VU 

135 アヤメ ヒオウギ - - - - - - - EN 

136 ススキノキ ユウスゲ - - - - - - - VU 

137  ニシノハマカンゾウ - - - - - - - VU 

138 ヒガンバナ キイイトラッキョウ - - VU - - - - - 

139  ハマオモト - - - - - - - NT 

140  ムジナノカミソリ - - EW - - - VU - 

141 クサスギカズラ ハマタマボウキ - - EN - - - NT VU 

142  キジカクシ - - - - - - - VU 

143  オオバギボウシ - - - - - - - NT 

144  コバギボウシ - - - - - - - EN 

145  マルバオウセイ - - DD - - - NT - 

146 ツユクサ ホウライツユクサ - - - - - - VU - 

147 ガマ ヤマトミクリ - - NT - - - NT VU 

148 ホシクサ オオホシクサ - - - - - - EN CR 

149  イヌノヒゲ - - - - - - - NT 

150 イグサ ヒメコウガイゼキショウ - - - - - - NT - 

 



3－43 

(59) 

第 3.1-15 表(4) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

151 

種
子
植
物 

イグサ ドロイ - - - - - - NT CR 

152  タチコウガイゼキショウ - - - - - - - EN 

153  ハリコウガイゼキショウ - - - - - - - NT 

154 カヤツリグサ イトテンツキ - - NT - - - NT - 

155  コウボウムギ - - - - - - NT VU 

156  サツマスゲ - - - - - - - NT 

157  ゴウソ - - - - - - - NT 

158  フサスゲ - - - - - - - CR 

159  コウボウシバ - - - - - - - NT 

160  シラコスゲ - - - - - - NT CR 

161  シカクイ - - - - - - - NT 

162  コアゼテンツキ - - - - - - CR - 

163  ヤリテンツキ - - NT - - - NT - 

164  ノハラテンツキ - - VU - - - CR - 

165  ネビキグサ - - - - - - - NT 

166  マツカサススキ - - - - - - VU EN 

167  アブラガヤ - - - - - - - VU 

168 イネ ウンヌケモドキ - - NT - - - VU - 

169  ハイチゴザサ - - - - - - - NT 

170  カリヤスモドキ - - - - - - - CR 

171  アイアシ - - - - - - - NT 

172  ヒロウザサ - - - - - - - DD 

173  ヒゲシバ - - - - - - NT - 

174  コウシュンシバ - - - - - - - NT 

175  コウライシバ - - - - - - - VU 

176 マツモ マツモ - - - - - - - NT 

177 ケシ ジロボウエンゴサク - - - - - - - NT 

178  フウロケマン - - - - - - - NT 

179 ヤマモガシ ヤマモガシ - - - - - - - NT 

180 ユキノシタ ネコノメソウ - - - - - - EN EN 

181  チャルメルソウ - - - - - - - EN 

182  オオチャルメルソウ - - - - - - - NT 

183 ベンケイソウ メノマンネングサ - - - - - - - EN 

184  タイトゴメ - - - - - - - NT 

185  ナガサキマンネングサ - - - - - - - CR 

186  ウンゼンマンネングサ - - VU - - - NT EN 

187 アリノトウグサ タチモ - - NT - - - CR - 

188  フサモ - - - - - - VU CR 

189 ブドウ ウドカズラ - - - - - - - NT 

190 マメ カワラケツメイ - - - - - - - NT 

191  ヒメノハギ - - - - - - - NT 

192  シバハギ - - - - - - - NT 

193  フジカンゾウ - - - - - - - CR 

194  ニワフジ - - - - - - CR CR 

195  イヌハギ - - VU - - - VU CR 

196  マキエハギ - - - - - - - NT 

197  ハカマカズラ - - - - - - - NT 

198  シバネム - - DD - - - VU CR 

199  ヒメツルアズキ - - EN - - - NT VU 

200 クロウメモドキ オオクマヤナギ - - - - - - - CR 
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第 3.1-15 表(5) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

201 

種
子
植
物 

イラクサ ヤナギイチゴ - - - - - - - NT 

202 バラ カワラサイコ - - - - - - EN - 

203  ツクシイバラ - - - - - - - CR 

204  エビガライチゴ - - - - - - NT - 

205  コジキイチゴ - - - - - - - CR 

206 ブナ ツクバネガシ - - - - - - - NT 

207 クルミ オニグルミ - - - - - - - EN 

208 カバノキ ハンノキ - - - - - - NT VU 

209  イワシデ - - - - - - - NT 

210 ウリ ゴキヅル - - - - - - VU DD 

211  スズメウリ - - - - - - - NT 

212 ニシキギ オオコマユミ - - - - - - - NT 

213  ヒゼンマユミ - - EN - - - NT - 

214 スミレ ヒメミヤマスミレ - - - - - - NT NT 

215  フモトスミレ - - - - - - - NT 

216 オトギリソウ コウライトモエソウ - - VU - - - VU - 

217  ミズオトギリ - - - - - - - VU 

218 ミソハギ ヒメミソハギ - - - - - - NT - 

219  エゾミソハギ - - - - - - - NT 

220  ミズマツバ - - VU - - - NT - 

221  ミズキカシグサ - - VU - - - NT - 

222 ノボタン ヒメノボタン - - VU - - - CR CR 

223 ミカン マツカゼソウ - - - - - - - EN 

224  タチバナ - - NT - - - EN DD 

225  コクサギ - - - - - - - CR 

226 アオイ ハマボウ - - - - - - NT NT 

227 ジンチョウゲ コガンピ - - - - - - - EN 

228 アブラナ ヤマハタザオ - - - - - - - EN 

229  ハマハタザオ - - - - - - - NT 

230  ジャニンジン - - - - - - - NT 

231  ユリワサビ - - - - - - - EN 

232 ビャクダン カナビキソウ - - - - - - - NT 

233 ボロボロノキ ボロボロノキ - - - - - - - NT 

234 イソマツ ハマサジ - - NT - - - - NT 

235 タデ ナガバノウナギツカミ - - NT - - - - - 

236  シマヒメタデ - - - - - - - CR 

237  サクラタデ - - - - - - - NT 

238  アキノミチヤナギ - - - - - - - NT 

239  コギシギシ - - VU - - - - - 

240 モウセンゴケ モウセンゴケ - - - - - - NT CR 

241 ナデシコ ゲンカイミミナグサ - - NT - - - NT NT 

242  カワラナデシコ - - - - - - - NT 

243  フシグロ - - - - - - - CR 

244 ヒユ オカヒジキ - - - - - - - EN 

245  ヒロハマツナ - - VU - - - EN CR 

246  ハママツナ - - - - - - NT VU 

247 ミズキ ウリノキ - - - - - - - NT 

248 アジサイ ツルアジサイ - - - - - - - NT 

249  クサアジサイ - - - - - - - CR 

250  バイカアマチャ - - - - - - - CR 
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第 3.1-15 表(6) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

251 

種
子
植
物 

ツリフネソウ ツリフネソウ - - - - - - - NT 

252 カキノキ リュウキュウマメガキ - - - - - - - NT 

253  トキワガキ - - - - - - - NT 

254 サクラソウ ギンレイカ - - - - - - - NT 

255 ハイノキ クロバイ - - - - - - - NT 

256 ツツジ ウメガサソウ - - - - - - NT CR 

257  シャクジョウソウ - - - - - - VU - 

258  イチヤクソウ - - - - - - - NT 

259 アカネ ルリミノキ - - - - - - - NT 

260  ソナレムグラ - - - - - - - NT 

261 リンドウ リンドウ - - - - - - - EN 

262  センブリ - - - - - - VU EN 

263  ムラサキセンブリ - - NT - - - NT CR 

264 マチン アイナエ - - - - - - - NT 

265 キョウチクトウ サカキカズラ - - - - - - - NT 

266  コイケマ - - - - - - - CR 

267  ガガイモ - - - - - - - NT 

268  ロクオンソウ - - VU - - - NT - 

269  オオカモメヅル - - - - - - - NT 

270  フナバラソウ - - VU - - - NT VU 

271  イヨカズラ - - - - - - - NT 

272  スズサイコ - - NT - - - NT NT 

273 ヒルガオ マメダオシ - - CR - - - - - 

274  ノアサガオ - - - - - - - NT 

275 ナス イガホオズキ - - - - - - VU CR 

276 ムラサキ ホタルカズラ - - - - - - VU EN 

277  オオルリソウ - - - - - - VU - 

278  スナビキソウ - - - - - - - EN 

279  ムラサキ - - EN - - - EX - 

280  ミズタビラコ - - - - - - - NT 

281 モクセイ シマモクセイ - - - - - - - VU 

282 オオバコ オオアブノメ - - VU - - - EN - 

283  シソクサ - - - - - - VU CR 

284  キクモ - - - - - - - NT 

285  ホソバヒメトラノオ - - EN - - - NT - 

286  イヌノフグリ - - VU - - - VU - 

287  カワヂシャ - - NT - - - NT NT 

288 ゴマノハグサ ハマジンチョウ - - VU - - - NT EN 

289  ゴマノハグサ - - VU - - - EN EN 

290 シソ カワミドリ - - - - - - - CR 

291  ヒメキランソウ - - - - - - VU EN 

292  コムラサキ - - - - - - - EN 

293  ダンギク - - VU - - - NT EN 

294  キセワタ - - VU - - - VU EN 

295  ホソバヤマジソ - - VU - - - EN CR 

296  ヤマジソ - - NT - - - NT EN 

297  アキノタムラソウ - - - - - - - VU 

298  ミゾコウジュ - - NT - - - NT EN 

299  ヒメナミキ - - - - - - EN - 

300  コナミキ - - VU - - - VU CR 
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第 3.1-15 表(7) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

301 

種
子
植
物 

ハエドクソウ ミゾホオズキ - - - - - - - EN 

302 ハマウツボ ハマウツボ - - VU - - - NT CR 

303  ヒキヨモギ - - - - - - - NT 

304 タヌキモ イヌタヌキモ - - NT - - - VU VU 

305  ミミカキグサ - - - - - - VU CR 

306  ムラサキミミカキグサ - - NT - - - VU CR 

307 キツネノマゴ オギノツメ - - - - - - - NT 

308  ハグロソウ - - - - - - NT - 

309 クマツヅラ クマツヅラ - - - - - - - NT 

310 モチノキ ツゲモチ - - - - - - EN CR 

311  タマミズキ - - - - - - - NT 

312 キキョウ ホタルブクロ - - - - - - - EN 

313  ツルギキョウ - - VU - - - NT CR 

314  バアソブ - - VU - - - EN - 

315  キキョウ - - VU - - - NT - 

316 ミツガシワ ガガブタ - - NT - - - CR - 

317 キク カワラヨモギ - - - - - - - NT 

318  フクド - - NT - - - NT - 

319  ハマベノギク - - - - - - - NT 

320  ヒメシオン - - - - - - NT VU 

321  シロヨメナ - - - - - - - NT 

322  タウコギ - - - - - - - NT 

323  アワコガネギク - - - - - - NT - 

324  ヤナギアザミ - - - - - - - NT 

325  イズハハコ - - VU - - - NT EN 

326  オグルマ - - - - - - - CR 

327  ホソバオグルマ - - VU - - - NT - 

328  カセンソウ - - - - - - VU CR 

329  タカサゴソウ - - VU - - - VU - 

330  ハマニガナ - - - - - - - NT 

331  オタカラコウ - - - - - - VU EN 

332  サワギク - - - - - - NT CR 

333  ヒメヒゴタイ - - VU - - - VU EN 

334  オカオグルマ - - - - - - - NT 

335  ウラギク - - NT - - - NT VU 

336 セリ ミシマサイコ - - VU - - - EN - 

337  ハマゼリ - - - - - - - NT 

338  ハマボウフウ - - - - - - NT EN 

339 スイカズラ コツクバネウツギ - - - - - - - NT 

340  オミナエシ - - - - - - - NT 

341  カノコソウ - - - - - - VU VU 

342  ツルカノコソウ - - - - - - EN CR 
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第 3.1-15 表(8) 重要な種 

No. 
分
類 

科 名 種 名 

選 定 根 拠 

全 国 長 崎 県 等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

小 計 110 科 
シダ植物 0 種 0 種 8 種 0 種 0 種 0 種 18 種 29 種

種子植物 0 種 0 種 105 種 0 種 0 種 6 種 168 種 241 種

合   計 0 種 0 種 113 種 0 種 0 種 6 種 186 種 270 種

全 合 計 シダ植物 37 種、種子植物 305 種 

注：1．選定根拠は、第3.1-14表に基づくものである。 

2．「－」は、該当しないことを示す。 

3．種名及び並び順は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和元年度生物リスト」（国土交通省、令和元

年）に準拠した。 

「長崎県生物学会誌 No.19～85」（長崎県生物学会、昭和55年～令和元年） 

「長崎県の生物」（長崎県の生物編集委員会、平成元年） 

「長崎県レッドデータブック2011 ながさきの希少な野生動植物（普及版）」（長崎県レッドデータブッ

ク編集委員会、長崎県環境部自然環境課、平成24年） 

「長崎県植物誌」（中西弘樹、平成27年） 

「続させぼ自然ガイドブック」（ふるさと自然の会、平成29年） より作成 

 

（３）生態系の状況 

① 環境類型区分 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及びその周辺の環境は、植

生の状況から、第3.1-16表のとおり、広葉樹林、針葉樹林、草地、耕作地・竹林、開放

水域及び市街地等の6つの環境類型に区分される。 

第3.1-18図のとおり、対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及び

その周辺は広葉樹林及び針葉樹林が多くみられ、一部に、草地、耕作地・竹林、開放水域、

市街地等が分布する。 

 

第3.1-16表 環境類型区分の概要 

類型区分 主な地形 植生区分 

広葉樹林 山地、丘陵地 

ミミズバイ－スダジイ群集、シイ・カシ二次林、アカメガシ

ワ－カラスザンショウ群落、ハクサンボク－マテバシイ群

落、クヌギ植林 

針葉樹林 山地、丘陵地 クロマツ植林、スギ・ヒノキ・サワラ植林 

草地 山地、丘陵地、低地 チガヤ－ススキ群落、ネザサ－ススキ群集、ヨシクラス 

耕作地・竹林 丘陵地、低地 
メダケ群落、塩沼地植生、果樹園、畑雑草群落、水田雑草群

落、放棄畑雑草群落、放棄水田雑草群落 

開放水域 丘陵地 開放水域 

市街地等 丘陵地、低地 
市街地、緑の多い住宅地、ゴルフ場・芝地、公園、墓地、工

場地帯、造成地、採石場、自然裸地 
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凡 例 1:50,000 

 

 
出典：「自然環境保全基礎調査 植生調査情報提供」（環境

省、平成 17 年）より作成 

第3.1-18図 環境類型区分 
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② 生態系の概要 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及びその周辺の食物連鎖模

式図は、第3.1-19図のとおりである。 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及びその周辺は、大部分が丘

陵地である。このような地形には、森林が多くみられ、広葉樹林や針葉樹林が多くを占める。

また、一部に、耕作地、草地、竹林等も分布する。これらの環境には、下位の消費者である

イシガケチョウ、サトキマダラヒカゲ等の昆虫類、中位の消費者であるアカハライモリ、ニ

ホンアカガエル等の両生類、ヒヨドリ、メジロ、ヒバリ等の鳥類、アカネズミ、ヒメネズミ、

ノウサギ等の小型哺乳類、アオダイショウ、ニホンマムシ、シマヘビ等の爬虫類、テン、ニ

ホンアナグマ等の中型哺乳類、上位の消費者であるハヤブサ、サシバ、キュウシュウフクロ

ウ等の鳥類及びキツネが生息し、食物連鎖を形成していると考えられる。また、対象事業実

施区域及びその周辺には開放水域であるため池が数か所分布している。開放水域では、

下位の消費者であるヒメガムシ、カゲロウ類等の昆虫類、中位の消費者であるミナミメダカ

等の魚類、タイコウチ、コオイムシ等の昆虫類、アカハライモリ、ニホンアカガエル等の両

生類、マガモ等の鳥類、ナマズ、ドンコ等の魚類、上位の消費者であるアオサギ、ミサゴ等

の鳥類が生息し、食物連鎖を形成していると考えられる。 

 
「長崎県の生物」（長崎県の生物編集委員会、平成元年）等より作成 

 

第3.1-19図 対象事業実施区域及びその周辺の食物連鎖模式図 
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③ 重要な自然環境のまとまりの場 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）及びその周辺の自然環境に

ついて、重要な自然環境のまとまりの場の抽出を行った。抽出された重要な自然環境の

まとまりの場は第3.1-17表及び第3.1-20図のとおりであり、対象事業実施区域には保安

林及び佐世保市保全することが望ましい地域が存在する。 

なお、特定植物群落は存在しない。 

 

第3.1-17表 重要な自然環境のまとまりの場 

No. 
重要な自然環境の 

まとまりの場 
抽出理由 

1 自然植生 
自然林であり、人為的な改変をほとんど受けていない自然環境であ

る。 

2 鳥獣保護区 

鳥獣の保護及び管理の観点から「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の

適正化に関する法律」（平成14年法律第88号）により鳥獣保護区に

指定されている。 

3 保安林 
水源涵養林や土砂崩壊防止機能を有する緑地等、地域において重要

な機能を有する自然環境である。 

4 特定植物群落 
自然環境保全基礎調査において定められた「特定植物群落選定基

準」に該当する植物群落が指定されている。 

5 
佐世保市保全することが

望ましい地域 

佐世保市内において、希少野生生物が多く生息生育する場所や、生

物多様性が特に豊かな場所などを、「保全することが望ましい地

域」として抽出され、佐世保市レッドリストに掲載されている。 
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凡 例 1:50,000 

 

 
出典：「自然環境保全基礎調査 植生調査情報提供」（環境

省、平成 17 年） 

「佐世保市レッドリスト（2013 年改訂版）」（佐世保

市、平成 25 年） 

「令和元年度鳥獣保護区等位置図（ハンターマップ）」

（長崎県 HP、令和 2 年 8 月閲覧） 

「佐世保市保安林台帳」（佐世保市、令和 2 年 8 月閲

覧） 

第3.1-20図 重要な自然環境のまとまりの場 
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3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

（１）景観の状況 

① 眺望点の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における眺望点は第3.1-18表及び第3.1-21図のとおり

であり、「長串山公園」や「古川岳展望台」等が存在する。 

なお、対象事業実施区域に眺望点はない。 

 

第3.1-18表 眺望点 

区 分 
図中 

番号 
名 称 区 分 

図中

番号
名 称 

公園 

1 白岳
しらたけ

自然公園 

公園 

10 足毛馬
あ し げ ま

公園 

2 ポットホール公園 11 皿山公園 

3 大島園地 12 不老山
ふ ろ う さ ん

総合公園 

4 長串山
な ぐ し や ま

公園 
景勝地 

13 潜竜ヶ滝
せんりゅうがたき

 

5 大観山 14 御橋観音
お は し か ん の ん

 

6 冷水岳
ひやみずだけ

公園 
展望台 

15 眼鏡岩
め が ね い わ

 

7 こさざ憩いの森 16 古川岳展望台 

8 大悲観
だ い ひ か ん

公園 
海水浴場

17 佐世保市鹿町海洋スポーツ基地

9 日本本土最西端の地 18 大崎海水浴場 

注：図中番号は、第3.1-21図に対応する。 

「西海国立公園 公園計画書」（環境庁、平成21年） 

「長崎県松浦市観光ガイドブック」（(一社)まつうら観光物産協会、平成31年） 

「させぼ景観100選」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「公園」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「スポーツ施設」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「交流・レジャー」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） 

「佐々町観光サイト」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） より作成 
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凡 例 1:200,000 

 

 

 

 

注：図中の番号は、第 3.1-18 表に対応する。 

 

出典：「西海国立公園 公園計画書」（環境庁、平成 21 年）
「長崎県松浦市観光ガイドブック」（(一社)まつうら
観光物産協会、平成 31 年） 
「させぼ景観 100 選」（佐世保市 HP、令和 2 年 8 月
閲覧） 
「公園」（佐世保市 HP、令和 2 年 8 月閲覧） 
「スポーツ施設」（佐世保市 HP、令和 2 年 8 月閲覧）
「交流・レジャー」（佐々町 HP、令和 2 年 8 月閲覧）
「佐々町観光サイト」（佐々町 HP、令和 2 年 8 月閲
覧） 

第3.1-21図 眺望点の位置  



3－54 

(70) 

② 景観資源の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における景観資源は第3.1-19表及び第3.1-22図のとお

りであり、「冷水岳の岩壁」や「九十九島」等が存在する。 

なお、対象事業実施区域に景観資源はない。 

 

第3.1-19表 景観資源 

区 分 
図中

番号
名 称 区 分 

図中

番号
名 称 

自

然

景

観 

断崖・岩壁 1 冷水岳の岩壁 

人

文

景

観

建造物 

17 藤
とう

護
ご

神社の鎮信鳥居 

天然橋･岩門
いわかど

･岩

柱・国指定名勝 
2 眼鏡岩（平戸八景） 18 中野橋 

溺れ谷 3 九十九島リアス式海岸 19 樋口橋 

多島海 4 九十九島 20 萬松山永徳寺 

滝・国指定名勝 5 潜竜の滝（潜竜水・平戸八景） 21 西川内橋 

岩壁 6 降神(古川)岳の大岩(巨岩) 22 大宮姫神社本殿 

国指定名勝 

7 高岩（高巌
たかいわ

・平戸八景） 23 江里峠下橋 

8 御橋観音（石橋・平戸八景） 24 江里峠橋 

9 大悲観
だいひかん

（平戸八景） 25
旧塩田煉瓦造倉庫 

（専売公社帖倉） 

里山 

10 上志佐の棚田 

史跡 

26 江迎本陣跡 

11 江迎小川内
こ が わ ち

地区の棚田 27 福井洞窟 

12 世知原の棚田 28 五輪の塔 

人

文

景

観 

登録有形 

文化財 

13 福井川橋梁 29 直
なお

谷
や

城跡 

14 吉田橋梁 30 都蔵寺
と ぞ う じ

氏の墓地 

15 吉井川橋梁 31 佐世保市岩下洞穴 

建造物 16 山下家の酛蔵
もとぐら

 32 下本山岩陰遺跡 

注：図中番号は、第3.1-22図に対応する。 

「日本の自然景観 九州版Ⅰ」（環境庁、平成元年） 

「第6次佐々町総合計画 後期基本計画」（佐々町、平成28年） 

「佐世保市の文化財一覧」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「させぼ景観100選」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「長崎旅ネット」  （(一社)長崎県観光連盟HP、令和2年8月閲覧） 

「松浦のうみ・ひと・まちに恋」（(一社)まつうら観光物産協会HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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凡 例 1:200,000 

 
 

 

 

 

注：図中の番号は、第 3.1-19 表に対応する。 

 
出典：「日本の自然景観 九州版Ⅰ」（環境庁、平成元年）

「第6次佐々町総合計画 後期基本計画」（佐々町、
平成28年） 
「佐世保市の文化財一覧」（佐世保市 HP、令和 2 年 8
月閲覧） 
「させぼ景観 100 選」（佐世保市 HP、令和 2 年 8 月
閲覧） 
「長崎旅ネット」 （(一社)長崎県観光連盟 HP、令和
2 年 8 月閲覧） 
「松浦のうみ・ひと・まちに恋」（(一社)まつうら観
光物産協会 HP、令和 2 年 8 月閲覧） 

第3.1-22図 景観資源の位置 



3－56 

(72) 

（２）人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における人と自然との触れ合いの活動の場の概要は第

3.1-20表、位置は第3.1-23図のとおりであり、「白岳自然公園」、「佐世保市鹿町海洋

スポーツ基地」等が存在する。 

 

第 3.1-20 表 人と自然との触れ合いの活動の場 

区 分 図中番号 名 称 

佐世保市 

1 白岳
しらたけ

自然公園  

2 潜竜ヶ滝
せんりゅうがたき

公園  

3 牧の丘公園（御橋観音） 

4 佐世保市鹿町海洋スポーツ基地  

5 ポットホール公園  

6 大島園地  

7 長串山公園 

8 大観山 

9 こさざ憩いの森 

10 大悲観
だ い ひ か ん

公園  

11 神崎鼻公園（本土最西端） 

12 足毛馬
あ し げ ま

公園  

13 愛宕山
あ た ご さ ん

 

佐々町 14 皿山公園  

佐世保市 - 九州自然歩道 

注：図中番号は、第3.1-23図に対応する。 

「西海国立公園 公園計画書」（環境庁、平成21年） 

「九州自然歩道長崎県ルートマップ」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 

「させぼ景観100選」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「公園」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「スポーツ施設」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「観光・商工施設」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「交流・レジャー」（佐々町HP、令和2年8月閲覧）         より作成 
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凡 例 1:100,000 

 
 

 

 

 

 

注：図中の番号は、第 3.1-20 表に対応する。 

 
出典：「西海国立公園 公園計画書」（環境庁、平成21年） 

「九州自然歩道長崎県ルートマップ」（長崎県HP、令和2年

8月閲覧） 

「させぼ景観100選」（佐世保市HP、令和2年 8月閲覧） 

「公園」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「スポーツ施設」（佐世保市HP、令和2年 8月閲覧） 

「観光・商工施設」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「交流・レジャー」（佐々町HP、令和2年 8月閲覧） 

第3.1-23図 人と自然との触れ合いの活動の場の位置 
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3.1.7 一般環境中の放射性物質の状況 

対象事業実施区域の北約4kmに放射線量測定所があり、放射線量の測定が行われている

（第3.1-24図）。 

令和元年度における放射線量の測定結果は第3.1-21表のとおりであり、年平均値は、

0.040マイクロSv/hとなっている。また、平成27年度～令和元年度の経年変化は、第3.1-22

表のとおりである。 

 

第3.1-21表 放射線量の測定結果（令和元年度） 

（単位：マイクロSv/h） 

測定所 年平均値 
10分間測定値の 

最大値 

1時間平均値の 

最大値 

1日平均値の 

最大値 

江迎 0.040 0.076 0.072 0.051 

「放射線モニタリング情報」（原子力規制委員会HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

第3.1-22表 放射線量の経年変化（平成27年度～令和元年度） 

（単位：マイクロSv/h） 

測定所 
年平均値 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

江迎 0.040 0.040 0.040 0.040 0.040 

「放射線モニタリング情報」（原子力規制委員会HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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凡 例 1:50,000 

  
出典：「放射線モニタリング情報」（原子力規制委員会 HP、令和 2

年8月閲覧） 

第3.1-24図 放射線量測定所の位置 
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3.2 社会的状況 

3.2.1 人口及び産業の状況 

（１）人口の状況 

対象事業実施区域が位置する佐世保市及び佐々町の人口及び人口密度の状況は、第

3.2-1表のとおりである。 

過去5年間の人口の推移を見ると、佐世保市では平成28年から29年にかけてやや増加

したが、その後減少傾向にあり、令和元年10月1日現在で246,950人となっている。佐々

町はわずかに増加傾向である。 

平成31年1月～令和元年12月における佐世保市及び佐々町の人口動態は、第3.2-2表の

とおりであり、佐世保市は自然動態、社会動態ともにマイナスとなっているが、佐々町

では自然動態、社会動態ともにプラスとなっている。 

 

第3.2-1表 人口及び人口密度の状況（平成27年～令和元年） 

（各年10月1日現在） 

区 分 項 目 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 

佐世保市 

人口（人） 252,946 251,417 251,703 249,628 246,950 

男（人） 118,825 118,250 118,751 118,181 117,015 

女（人） 134,121 133,167 132,952 131,447 129,935 

人口密度（人/km2） 593.7 590.1 590.8 585.9 579.6 

佐々町 

人口（人） 13,591 13,603 13,662 13,742 13,826 

男（人） 6,392 6,388 6,447 6,505 6,560 

女（人） 7,199 7,215 7,215 7,237 7,266 

人口密度（人/km2） 421.3 421.7 423.5 426.0 428.6 

長崎県 

人口（人） 1,375,646 1,364,973 1,353,550 1,339,438 1,325,205 

男（人） 643,675 639,492 635,466 629,195 622,573 

女（人） 731,971 725,481 718,084 710,243 702,632 

人口密度（人/km2） 333.0 330.4 327.7 324.2 320.8 

「ながさきの統計」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

第3.2-2表 人口動態（平成31年1月～令和元年12月） 

（単位：人） 

区 分 
自然動態 社会動態 

増減 
出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減 

佐世保市 1,951 3,282  -1,331 9,097 10,462 -1,365  -2,696 

佐々町 168 144  24 631 605 26  50 

長崎県 9,637 17,686  -8,049 47,766 54,355 -6,589  -14,638 

「長崎県異動人口調査 年間集計」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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（２）産業の状況 

① 産業構造及び産業配置 

平成27年における佐世保市及び佐々町の産業別就業者数は、第3.2-3表のとおりであ

る。 

佐世保市の産業構造は、産業別就業者数でみると総数116,734人のうち第一次産業が

4,828人（4.3％）、第二次産業が21,498人（19.0％）、第三次産業が86,854人（76.7％）

となっている。佐々町の産業構造は、産業別就業者数でみると総数6,609人のうち第一次

産業が350人（5.4％）、第二次産業が1,614人（24.8％）、第三次産業が4,535人（69.8％）

となっている。 

 

第3.2-3表 産業別就業者数（平成27年） 

区 分 項 目 総就業者数 第一次産業 第二次産業 第三次産業 

佐世保市 
人数（人） 116,734 4,828 21,498 86,854 

比率（％） 100 4.3 19.0 76.7 

佐々町 
人数（人） 6,609 350 1,614 4,535 

比率（％） 100 5.4 24.8 69.8 

長崎県 
人数（人） 644,154 47,812 125,674 450,488 

比率（％） 100 7.7 20.1 72.2 

注：1．比率は、総就業者数に対する各産業の割合を示す。 

2．総就業者数には「分類不能産業」を含むため、内訳の合計と一致しない。 

「平成27年国勢調査 就業状態等基本集計結果」（総務省HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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② 産業別生産量及び生産額 

平成29年度における佐世保市及び佐々町の産業別総生産額は、第3.2-4表のとおりで

ある。 

佐世保市の総生産767,605百万円のうち第三次産業が634,582百万円（82.2％）で、最

も多くなっている。佐々町の総生産は46,161百万円で、このうち第二次産業が23,164百

万円（49.9％）と最も多くなっている。 

 

第3.2-4表 産業別総生産額（平成29年度） 

区 分 項 目 総生産 第一次産業 第二次産業 第三次産業 

佐世保市 
実数（百万円） 767,605 15,177 117,847 634,582 

構成比（％） 99.4 2.0 15.3 82.2 

佐々町 
実数（百万円） 46,161 455 23,164 22,541 

構成比（％） 99.4 1.0 49.9 48.6 

長崎県 
実数（百万円） 4,549,825 141,036 1,112,254 3,296,535 

構成比（％） 99.4 3.1 24.3 72.0 

注：1．構成比は、総生産に対する各産業の割合を示す。 

2．総生産の実数は、四捨五入等の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

3．総生産の構成比は、輸入品に課される税・関税等を含まない。 

「平成29年度長崎県の市町民経済計算」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

イ．農業 

平成30年における佐世保市及び佐々町の主要な農業産出額（推計）は、第3.2-5表のと

おりである。佐世保市では果実が、佐々町では野菜が最も多くなっている。 

 

第3.2-5表 農業産出額（推計）（平成30年） 

（単位：1,000万円） 

区 分 米 いも類 野菜 果実 花き 工芸農作物 その他作物

佐世保市 155 6 187 230 96 9 19 

佐々町 19 0 20 1 x 3 x 

長崎県 1,348 793 4,390 1,496 749 362 150 

注：上表の記号は、以下のとおりである。 

「0」：単位に満たないもの 

「x」：個人または法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの 

「政府統計の総合窓口（e-Stat）」（総務省HP、令和2年8月閲覧) より作成 

 

  



3－63 

(79) 

ロ．林業 

平成27年における佐世保市及び佐々町の所有形態別林野面積は、第3.2-6表のとおり

である。 

佐世保市の林野面積を所有形態別でみると、国有林が1,461ha（6.6％）、民有林が

20,562ha（93.4％）となっている。佐々町では国有林が27ha（1.5％）、民有林が1,751ha

（98.5％）となっている。 

 

第3.2-6表 所有形態別林野面積（平成27年） 

（単位：ha） 

区 分 合 計 国有林 

民有林 

小 計 
独立行政 

法 人 等 
公有 私有 

佐世保市 
 22,023 

（100） 

  1,461 

（6.6） 

 20,562 

（93.4） 

  63 

（0.3） 

  2,879 

（13.1） 

 17,620 

（80.0） 

佐々町 
1,778 

（100） 

27 

（1.5） 

1,751 

（98.5） 

- 

（-） 

327 

（18.4） 

1,424 

（80.1） 

長崎県 
245,592 

（100） 

 24,305 

（9.9） 

 221,287 

（90.1） 

  2,646 

（1.1） 

 41,891 

（17.1） 

 176,750 

（72.0） 

注：（ ）内の数値は、合計に対する割合（％）を示す。また、小計は四捨五入の関係で一致しないことが

ある。 

「平成30～令和元年 第66次九州農林水産統計年報」（九州農政局HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

ハ．水産業 

対象事業実施区域及びその周辺の河川において、佐々川（佐々橋下流端から古川橋上

流端まで）では「長崎県漁業調整規則」（昭和39年長崎県規則第897号）に基づく内水面

共同漁業権が設定されており、9月1日から10月31日までの間、水産生物の捕獲が禁止さ

れている。また、佐々川内水面振興協議会により、水産生物（うなぎ、しらす、もくず

がに等）の採捕規制も行われている。 
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ニ．商業 

平成28年における佐世保市及び佐々町の商業の状況は、第3.2-7表のとおりである。 

年間商品販売額は佐世保市が6,916億円、佐々町が222億円となっている。 

 

第3.2-7表 商業の状況（平成28年） 

区 分 

合 計 卸売業 小売業 

事業所数 

 

(事業所) 

従業者数 

 

（人） 

年間商品

販 売 額

（億円）

事業所数

 

(事業所)

従業者数

 

（人）

年間商品

販 売 額

（億円）

事業所数 

 

(事業所) 

従業者数 

 

（人） 

年間商品

販 売 額

（億円）

佐世保市 2,501 18,393 6,916 548 4,765 2,721 1,953 13,628 4,195 

佐々町 169 1,007 222 30 176 59 139 831 163 

長崎県 14,737 95,219 29,869 3,020 24,577 15,784 11,717 70,642 14,085 

注：事業所数及び従業者数は平成28年6月1日現在、年間商品販売額は平成27年の1年間の数値である。 

「平成28年経済センサス-活動調査」（経済産業省HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

ホ．工業 

平成30年における佐世保市及び佐々町の工業の状況は、第3.2-8表のとおりである。 

佐世保市の製造品出荷額は1,647億円となっており、長崎県合計の1兆8,295億円に対

し、9.0％となっている。 

 

第3.2-8表 工業の状況（平成30年） 

区 分 
事業所数 

（事業所） 

従業者数 

（人） 

製造品出荷額 

（億円） 

佐世保市 249  7,474  1,647  

佐々町 14  1,099  x  

長崎県 1,638  57,358  18,295  

注：1.事業所数、従業者数は平成30年6月1日現在、製造品出荷額は、平成29年の1年

間の数値である。 

2.「x」は1又は2の事業所に関する数値で、これをそのまま掲げると個々の申告

者の秘密が漏れるおそれがあるため秘匿されている箇所であり、3以上の事業

所に関する数値であっても、1 又は2の事業所の数値が前後の関係から判明す

る箇所も秘匿とされている。 

「平成30年工業統計調査結果確報」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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3.2.2 土地利用の状況 

佐世保市及び佐々町の評価総地積※でみた土地利用の状況は、平成30年において第3.2-9

表のとおりである。 

佐世保市の合計面積は、24,028haで、長崎県合計の205,377haに対し、11.7％となってい

る。土地利用状況は、山林が10,714ha（44.6％）と最も多く、次いで田が3,555ha（14.8％）、

畑が3,254ha（13.5％）となっている。 

佐々町の合計面積は、2,333haで、長崎県合計の205,377haに対し、1.1％となっている。

土地利用状況は、山林が1,297ha（55.6％）と最も多く、次いで田が351ha（15.0％）、宅

地が226ha（9.7％）となっている。 

※固定資産税の課税対象とされた土地面積の合計 

 

第3.2-9表 土地利用の状況（平成30年） 

（単位：ha） 

区 分 総 数 田 畑 宅地 山林 原野 池沼 その他 

佐世保市 
 24,028 

（100） 

  3,555 

（14.8） 

  3,254

（13.5）

  3,123

（13.0）

 10,714

（44.6）

  2,351 

（ 9.8） 

  2 

（ 0.0） 

  1,029

（ 4.3）

佐々町 
  2,333 

（100） 

    351 

（15.0） 

    177

（ 7.6）

    226

（ 9.7）

  1,297

（55.6）

    166 

（ 7.1） 

   - 

（  - ） 

   115 

（ 4.9）

長崎県 
205,377 

（100） 

 26,881 

（13.1） 

 42,810

（20.8）

 20,454

（10.0）

 94,877

（46.2）

 13,309 

（ 6.5） 

  67 

（ 0.0） 

  3,978

（ 1.9）

注：1．総数は、四捨五入等の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

2．（ ）内の数値は、総数に対する割合（％）を示す。 

「第66版（令和元年）長崎県統計年鑑」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

対象事業実施区域及びその周辺の土地利用の規制状況は、第3.2-1図のとおりである。対

象事業実施区域の一部は、「都市計画法」に基づく江迎都市計画区域及び佐々都市計画区

域に区分されるが、何れも区域区分は定められていない。 

「農業振興地域の整備に関する法律」（昭和44年法律第58号）に基づく農用地区域とな

っており、「森林法」（昭和26年法律第249号）に基づく地域森林計画対象民有林に指定さ

れている。 
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凡 例 1:50,000 

 

 
出典：「県内の都市計画区域図」（長崎県 HP、令和 2 年 8

月閲覧） 

第3.2-1図（1） 土地利用の規制状況 
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凡 例 1:50,000 

   
出典：「国土数値情報 農業地域」（国土交通省 HP、令和

2 年 8 月閲覧） 

第3.2-1図（2） 土地利用の規制状況 
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凡 例 1:50,000 

 

 
出典：「佐世保市保安林台帳」（佐世保市、令和 2 年 8 月

閲覧） 

「国土数値情報 森林地域」（国土交通省 HP、令和 2

年 8 月閲覧） 

第 3.2-1 図（3） 土地利用の規制状況 
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3.2.3 河川及びため池の利用並びに地下水の利用の状況 

（１）河川の利用状況 

対象事業実施区域及びその周辺の河川は、第3.2-10表及び第3.2-2図のとおり、嘉例川、

鹿町川、樋口川、大加勢川、つづら川、小佐々川及び佐々川が水道事業の水源として利

用されている。 

また、佐世保市及び佐々町における平成30年度の水道の整備状況は、第3.2-11表のと

おりである。 

 

第3.2-10表 河川を利用する水道事業の水源 

図中

番号 
地 区 名 名 称 種 別 水系名・河川名 

○1  佐世保市江迎 第1水源 表流水 江迎川水系・嘉例川 

○2  

佐世保市鹿町 

鹿町川水源 表流水 鹿町川水系・鹿町川 

○3  樋口ダム ダム 樋口川水系・樋口川 

○4  大加勢川水源 表流水 大加勢川水系・大加勢川 

○5  歌ヶ浦貯水池 貯水池 樋口川水系・樋口川 

○6  大切ミニダム ダム 大加勢川水系・大加勢川 

○7  

佐世保市小佐々 

鎌投池 ダム 小佐々川水系・つづら川 

○8  小佐々川取水堰 表流水 小佐々川水系・小佐々川 

○9  つづらダム ダム 小佐々川水系・つづら川 

○10  園田取水場 表流水 小佐々川水系・小佐々川 

○11  佐々町 佐々川表流水 表流水 佐々川水系・佐々川 

注：図中番号は、第3.2-2図に対応する。 

「佐々町取水箇所図」（佐々町、平成28年） 

「佐世保市資料」（佐世保市、平成31年）  より作成 

 

第3.2-11表 水道の整備状況（平成30年度） 

市 町 区 分 箇所数
計画給水人口

（人） 

現在給水人口

（人） 

行政区域内 

総人口（人） 

普及率

（％）

佐世保市 

合計 43 268,195 243,563 

246,903 98.6 

上水道 1 240,800 227,663 

簡易水道 24 23,988 14,274 

専用水道
自己水源 10 3,407 1,626 

その他 8 ※260 ※240 

佐々町 

合計 1 13,500 13,797 

13,815 99.9 

上水道 1 13,500 13,797 

簡易水道 0 － － 

専用水道
自己水源 0 － － 

その他 0 － － 

注：専用水道の※の人口は合計には加算しない。 

「長崎県水道事業概要 平成30年度」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） より作成 
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（２）ため池の利用状況 

対象事業実施区域及びその周辺のため池は、佐世保市及び佐々町への聞き取りによる

と、第3.2-12表のとおり、農業用水に利用されている。 

 

第 3.2-12 表 ため池を利用する農業用水の水源 

図中 

番号 
地 区 名 名 称 

◇1  

佐世保市鹿町 

川野重ね（下）溜池  

◇2  川野重ね（上）溜池  

◇3  樋口ダム  

◇4  雀田溜池  

◇5  玄格溜池  

◇6  船の村重ね（上）溜池  

◇7  船の村重ね（下）溜池  

◇8  新船ノ村溜池  

◇9  遅越溜池  

◇10  佐世保市小佐々 鎌投池  

◇11  

佐々町 
太田溜池  

◇12  持田溜池  

注：図中番号は、第 3.2-2 図に対応する。 

「佐々町取水箇所図」（佐々町、平成28年） 

「佐世保市資料」（佐世保市、平成31年） より作成 
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（３）地下水の利用状況 

対象事業実施区域及びその周辺では、第3.2-13表のとおり、水道事業の水源として、

地下水が利用されている。 

また、佐世保市及び佐々町における平成30年度の地下水等の年間取水量は、第3.2-14

表のとおりである。 

 

第 3.2-13 表 地下水を利用する水源の状況 

図中 

番号 
地 区 名 名 称 種 別 

□1  

佐世保市鹿町 

南鹿町水源 湧水 

□2  南鹿町湧水 湧水 

□3  下山水源 深井戸 

□4  船ノ村湧水 湧水 

□5  東坑口水源 湧水 

□6  佐世保市小佐々 平原深井戸 深井戸 

□7  

佐々町 

浄水場内浅井戸水 浅井戸 

□8  浄水場内深井戸水1号 深井戸 

□9  浄水場内深井戸水2号 深井戸 

□10  浄水場内深井戸水3号 深井戸 

注：図中番号は、第 3.2-2 図に対応する。 

「佐々町取水箇所図」（佐々町、平成28年）  

「佐世保市資料」（佐世保市、平成31年） より作成 

 

                  第3.2-14表 地下水等の年間取水量（平成30年度）      （単位：千m3） 

水 源 
佐世保市 佐々町 

上水道 簡易水道 上水道 簡易水道 

地表水 

ダム直接 16,208 171 － － 

ダム放流 － 9 － － 

表流水 11,423 713 872 － 

地下水 

伏流水 － － － － 

浅井戸 － 55 376 － 

深井戸 221 680 1,257 － 

湧 水 － － － － 

その他 － 205 － － 

合 計 27,852 1,832 2,505 － 

注：簡易水道に関しては、単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。 

「長崎県水道事業概要 平成30年度」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） より作成 
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凡 例 1:50,000 

 

 

注：図中の番号は、第 3.2-10、12、13 表に対応する。

 
出典：「佐々町取水箇所図」（佐々町、平成 28 年） 

「佐世保市資料」（佐世保市、平成 31 年） 

第3.2-2図 河川、ため池の利用並びに地下水の利用の状況 
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3.2.4 交通の状況 

（１）交通 

対象事業実施区域及びその周辺における主要な道路の状況は第3.2-3図のとおりであ

り、国道204号、佐々鹿町江迎線（県道18号）、佐世保鹿町線（県道139号）等がある。 

主要な道路における平成27年度の交通量調査結果は第3.2-15表、観測地点の位置は第

3.2-3図のとおりである。 

 

第3.2-15表 主要な道路の交通量（平成27年度） 

図中 

番号 
道路種別 路線名 観測地点 

昼間12時間 

自動車類 

交通量（台） 

昼間12時間 

大型車混入率

（％） 

1 主要地方道 
御厨田代江迎線 

（県道61号） 

佐世保市江迎町 

長坂免192-1 
3,007 7.9 

2 一般国道 国道204号 
佐世保市江迎町 

三浦39-1地先 
14,137  4.4 

3 主要地方道 
佐々鹿町江迎線 

（県道18号） 

佐世保市鹿町町 

下歌ヶ浦免290-2 
2,562 6.8 

4 一般都道府県道 
佐世保鹿町線 

（県道139号） 

佐世保市小佐々町 

田原267 
1,699 6.9 

5 主要地方道 
佐々鹿町江迎線 

（県道18号） 

佐世保市小佐々町黒石 

313-1 見返橋バス停前 
 11,988  10.8 

6 一般都道府県道 
志方江迎線 

（県道227号） 

北松浦郡佐々町 

志方免747地先 
7,456 4.5 

7 一般国道 国道204号 
北松浦郡佐々町 

口石免 
8,838 4.4 

注：1．12 時間交通量は、平日の 7～19 時に測定した往復交通量である。 

2．図中番号は、第3.2-3図に対応する。 

「平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査 集計表」（国土交通省HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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凡 例 1:60,000 

 

 

注：図中の番号は、第 3.2-15 表に対応する 

 

出典：「長崎県県北振興局管内図」（長崎県、平成26年） 

「平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査

集計表」（国土交通省HP、令和2年8月閲覧） 

第3.2-3図 主要な道路及び交通量観測地点 
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3.2.5 学校、病院その他の環境の保全についての配慮が特に必要な施設の配置の状況及び

住宅の配置の概況 

対象事業実施区域及びその周辺における学校、病院その他の環境の保全についての配

慮が特に必要な施設の配置状況は、第3.2-16表及び第3.2-4図のとおりである。 

対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）の最寄りの学校等、病院及

び福祉施設は、歌ヶ浦青い実幼児園、しかまち心療内科及びサービス付き高齢者向け住

宅うえんの2であり、対象事業実施区域（道路拡幅の可能性がある箇所を除く）から1km

の範囲には存在していない。 
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第 3.2-16 表 学校、病院等の配置状況 

施設の種類 図中番号 名 称 

学校等 

佐世保市 

幼稚園・ 

保育所等 

1 江迎幼稚園・保育園 

2 御堂青い実幼児園 

3 江迎青い実幼児園 

4 歌ヶ浦青い実幼児園 

小学校 

5 江迎小学校 

6 鹿町小学校 

7 猪調小学校 

中学校 
8 江迎中学校 

9 鹿町中学校 

高等学校 10 鹿町工業高等学校 

佐々町 

幼稚園・ 

保育所等 

11 佐々神田保育園 

12 さざなみ保育園 

13 佐々青い実幼児園 

小学校 
14 佐々小学校 

15 口石小学校 

中学校 16 佐々中学校 

高等学校 17 清峰高等学校 

病 院 

18 たいら内科 

19 北松中央病院 

20 川野医院 

21 しかまち心療内科 

22 むらしま循環器科内科 

23 やまぐち小児科 

24 山田医院 

25 徳田医院 

26 かわむら内科 

27 平井産婦人科医院 

28 前田外科胃腸科医院 

29 佐々町国民健康保険診療所 

福祉施設 

30 住宅型有料老人ホーム笑くぼ 

31 
サービス付き高齢者向け住宅 愛輝 

サービス付き高齢者向け住宅 愛輝 2 番館 

32 

老福荘 

佐世保市江迎高齢者生活福祉センター 槙の木庵 

特別養護老人ホーム老福荘診療所 

33 
有料老人ホーム さくら 

つつじの郷 

34 ケアハウスかしの木 

35 
しかまち 

養護老人ホームしかまち医務室 

36 
うえんの 

サービス付き高齢者向け住宅 うえんの 2 

37 サービス付き高齢者向け住宅 笑福 

38 サービス付き高齢者向け住宅 ゆうあいホームはなぶさ 

39 介護付有料老人ホーム ライフケア・まえだ  
注：図中番号は、第3.2-4図に対応する。 

「させぼ街ナビ」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 
「県立学校一覧」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 
「町内の保育所・幼稚園の施設一覧」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） 
「佐々町/学校」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） 
「医科診療所一覧」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 
「病院一覧」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 
「町立診療所および町内の医療機関について」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） 
「有料老人ホーム一覧（既設）」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 
「社会福祉施設(高齢者)」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）    より作成 
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凡 例 1:50,000 

 

注：図中の番号は、第 3.2-16 表に対応する。 

 
出典：「させぼ街ナビ」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「県立学校一覧」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 
「町内の保育所・幼稚園の施設一覧」（佐々町HP、令和2年8月閲覧）
「佐々町/学校」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） 
「医科診療所一覧」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 
「病院一覧」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 
「町立診療所および町内の医療機関について」（佐々町HP、令和2年
8月閲覧） 
「有料老人ホーム一覧（既設）」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）
「社会福祉施設(高齢者)」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 

第3.2-4図 学校、病院等の配置状況 
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3.2.6 下水道の整備状況 

下水道の整備状況は、平成30年度末において第3.2-17表のとおりであり、佐世保市及

び佐々町の公共下水道普及率は、それぞれ58.5％、91.5％となっている。 

 

第3.2-17表 下水道の整備状況（平成30年度末） 

区 分 
行政人口 

（人） 

公共下水道 農業集落排水 漁業集落排水 浄化槽 

処理人口 

（人） 

普及率

（％）

処理人口

（人） 

普及率

（％）

処理人口

（人） 

普及率 

（％） 

処理人口

（人） 

普及率

（％）

佐世保市 249,949 146,196 58.5   0 0.0 188  0.1 44,823 17.9 

佐々町 13,951 12,765 91.5 206 1.5 0 0.0 683 4.9 

長崎県 1,354,839 849,254 62.7 39,784 2.9 9,060 0.7 192,251 14.2 

「平成30年度末の長崎県汚水処理人口普及状況について」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

3.2.7 廃棄物の状況 

（１）一般廃棄物 

佐世保市及び佐々町の一般廃棄物の処理状況は、平成30年度において第3.2-18表のと

おりである。佐世保市の総排出量は89,566tで、最終処分量は6,203t、リサイクル率は

11.9％となっている。佐々町の総排出量は5,008tで、最終処分量は25t、リサイクル率は

16.7％となっている。 

 

第3.2-18表 一般廃棄物の処理状況（平成30年度） 

区 分 
総排出量 

自家 

処理量 

処理量 
最終 

処分量 

リサイクル

率 合計 
直接 

焼却量 

直接最終

処分量

焼却以外の

中間処理量

直接 

資源化量 

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （％）

佐世保市 89,566 0 85,409 76,854 228 7,449 878 6,203 11.9 

佐々町 5,008 0 4,873 4,456 0 417 0 25 16.7 

長崎県 477,499 8 460,487 399,440 9,880 44,522 6,645 41,720 14.9 

注：リサイクル率は、本表に記載のない中間処理後再生利用量等を含めて算出されている。 

「一般廃棄物処理実態調査結果」（環境省HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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（２）産業廃棄物 

長崎県の産業廃棄物の排出量は、平成26年度において第3.2-19表のとおりである。 

長崎県の産業廃棄物の排出量は446.9万tであり、再生利用量が270.2万t、最終処分量

が18万tとなっている。 

対象事業実施区域から半径約50km圏内における産業廃棄物処理施設数は、第3.2-20表

及び第3.2-5図のとおりである。 

 

第 3.2-19 表 長崎県の産業廃棄物の排出量（平成 26 年度） 

（単位：千t） 

県 総排出量 再生利用量 減量化量 最終処分量 

長崎県 4,469 2,702 1,586 180 

注：数値は四捨五入の関係から合計値が一致しない場合がある。 

「長崎県廃棄物処理計画」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 

 

第3.2-20表 産業廃棄物処理施設数 

種 類 
区 分 

中間処理施設 最終処分場 計 

長崎県 

長崎市 41 4 45 

佐世保市 28 1 29 

大村市 22 1 23 

平戸市 5 0 5 

松浦市 4 0 4 

西海市 10 2 12 

時津町 5 0 5 

東彼杵町 1 0 1 

川棚町 3 0 3 

波佐見町 3 0 3 

佐々町 0 0 0 

佐賀県 

唐津市 19 5 24 

多久市 15 3 18 

伊万里市 11 2 13 

武雄市 11 2 13 

鹿島市 6 2 8 

小城市 7 1 8 

嬉野市 4 0 4 

玄海町 0 1 1 

有田町 3 1 4 

大町町 0 0 0 

江北町 3 1 4 

白石町 6 0 6 

福岡県 糸島市 11 1 12 

合計 218 27 245 

注：下記名簿から各自治体に所在する施設を事業者ごとに集計した。また、特別管理産業廃棄物

処分業は含んでいない。 

「長崎県の産業廃棄物処理業者名簿」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 

「佐世保市産業廃棄物処理業者名簿」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「長崎市産廃処理業者許可名簿」（長崎市HP、令和2年8月閲覧） 

「佐賀県産業廃棄物処理業者名簿」（佐賀県HP、令和2年8月閲覧） 

「産業廃棄物処理業者名簿」（福岡県HP、令和2年8月閲覧）   より作成 
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凡 例 1:750,000 

 
 

 

 

 

 

注：図中の円は 50km 圏 

 

出典：「長崎県の産業廃棄物処理業者名簿」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）

「佐世保市産業廃棄物処理業者名簿」（佐世保市HP、令和2年8月閲

覧） 

「長崎市産廃処理業者許可名簿」（長崎市HP、令和2年8月閲覧） 

「佐賀県産業廃棄物処理業者名簿」（佐賀県HP、令和2年8月閲覧）

「産業廃棄物処理業者名簿」（福岡県HP、令和2年8月閲覧） 

第3.2-5図 産業廃棄物処理施設位置 
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3.2.8 環境の保全を目的として法令等により指定された地域その他の対象及び当該対象に

係る規制の内容その他の環境の保全に関する施策の内容 

（１）公害関係法令等 

① 環境基準 

イ．騒音 

騒音に係る環境基準は、「環境基本法」に基づく「騒音に係る環境基準について」（平

成10年環境庁告示第64号）により、第3.2-21表のとおり定められている。 

対象事業実施区域が位置する佐世保市及び佐々町は、「騒音に係る環境基準の地域の

類型をあてはめる地域の変更について」（平成27年佐世保市告示第259号）及び「騒音に

係る環境基準の地域の類型を当てはめる地域の指定」（平成24年長崎県告示第294号）に

よると、市街地を中心に地域の類型指定が行われている。対象事業実施区域及びその周

辺における類型指定は第3.2-6図のとおりである。 

なお、第3.2-21表の環境基準は、航空機騒音、鉄道騒音及び建設作業騒音については

適用されない。 
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第3.2-21表 騒音に係る環境基準 

（平成10年環境庁告示第64号） 
 

地域の類型 
基  準  値（LAeq） 

昼 間 夜 間 

AA 50デシベル以下 40デシベル以下 

A及びB 55デシベル以下 45デシベル以下 

C 60デシベル以下 50デシベル以下 

注：1．時間の区分は、昼間を午前6時から午後10時までの間とし、夜間を午後10時から翌日の午前6時までの

間とする。 

2．AAを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に静穏を要する

地域とする。 

3．Aを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。 

4．Bを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。 

5．Cを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域とする。 
 

ただし、次表に掲げる地域に該当する地域（以下「道路に面する地域」という。）については、上表

によらず次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。 

地域の区分 
基  準  値（LAeq） 

昼 間 夜 間 

A地域のうち2車線以上の車線を有する道路

に面する地域 
60デシベル以下 55デシベル以下 

B地域のうち2車線以上の車線を有する道路

に面する地域及びC地域のうち車線を有す

る道路に面する地域 

65デシベル以下 60デシベル以下 

備考：車線とは、1縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の車

道部分をいう。 
 

この場合において、幹線交通を担う道路に近接する空間については、上表にかかわらず、特例として

次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。 

基  準  値（LAeq） 

昼 間 夜 間 

70デシベル以下 65デシベル以下 

備考：個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると

認められるときは、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間にあっては45デシベル以下、夜間に

あっては40デシベル以下）によることができる。 

注：「幹線交通を担う道路」とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び市町村道（市町村道にあっ

ては4車線以上の区間に限る。）等をいい、「幹線交通を担う道路に近接する空間」とは、2車線以下の

車線を有する幹線交通を担う道路は道路端から15mまでの範囲、また2車線を超える車線を有する幹線交

通を担う道路は道路端から20mまでの範囲をいう。 
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凡 例 1:50,000 

 

 
出典：「佐々町 自動車騒音規制区域図」（佐々町、平成24年） 

「佐世保市環境基準（騒音）地域類型図」（佐世保市HP、令和

2年8月閲覧） 

 

           第3.2-6図 騒音に係る環境基準の類型指定状況 
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ロ．水質汚濁 

水質汚濁に係る環境基準は、「環境基本法」に基づく「水質汚濁に係る環境基準につ

いて」（昭和46年環境庁告示第59号）及び「地下水の水質汚濁に係る環境基準について」

（平成9年環境庁告示第10号）により、公共用水域については第3.2-22表、地下水につい

ては第3.2-23表のとおり定められている。 

 

（イ）人の健康の保護に関する環境基準 

人の健康の保護に関する環境基準は、全公共用水域に適用される。 

 

（ロ）生活環境の保全に関する環境基準 

対象事業実施区域の北東を流れる江迎川及び南東を流れる佐々川は、「水質汚濁に

係る環境基準の水域類型の指定」（昭和50年長崎県告示第423号、昭和49年長崎県告示

第1433号）により、全域がA類型に指定されている（第3.2-7図）。 

 

（ハ）地下水の水質汚濁に係る環境基準 

地下水の水質汚濁に係る環境基準は、全ての地下水に適用される。 

 

第3.2-22表(1) 水質汚濁に係る環境基準 

1．人の健康の保護に関する環境基準                       （昭和46年環境庁告示第59号） 

項 目 基準値 項 目 基準値 

カ ド ミ ウ ム 0.003mg/L以下 1 , 1 , 2 - ト リ ク ロ ロ エ タ ン 0.006mg/L以下 

全 シ ア ン 検出されないこと。 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 

鉛 0.01mg/L以下 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 

六 価 ク ロ ム 0.05mg/L以下 1 , 3 - ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン 0.002mg/L以下 

砒 素 0.01mg/L以下 チ ウ ラ ム 0.006mg/L以下 

総 水 銀 0.0005mg/L以下 シ マ ジ ン 0.003mg/L以下 

ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと。 チ オ ベ ン カ ル ブ 0.02mg/L以下 

P C B 検出されないこと。 ベ ン ゼ ン 0.01mg/L以下 

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02mg/L以下 セ レ ン 0.01mg/L以下 

四 塩 化 炭 素 0.002mg/L以下 硝 酸 性 窒 素 

及 び 

亜 硝 酸 性 窒 素 

10mg/L以下 
1 , 2 - ジ ク ロ ロ エ タ ン 0.004mg/L以下 

1 , 1 - ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.1mg/L以下 ふ っ 素 0.8mg/L以下 

シス-1 , 2 -ジクロロエチレン 0.04mg/L以下 ほ う 素 1mg/L以下 

1 , 1 , 1 - ト リクロロエタン 1mg/L以下 1 , 4 - ジ オ キ サ ン 0.05mg/L以下 

備考：1．基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2．「検出されないこと」とは、告示の測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果が

当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

3．海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用されない。 

4．硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、日本産業規格K0102の43.2.1、43.2.3、43.2.5又は43.2.6により測

定された硝酸イオンの濃度に換算係数0.2259を乗じたものと日本産業規格K0102の43.1により測定された

亜硝酸イオンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの和とする。 
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第3.2-22表(2) 水質汚濁に係る環境基準 

2．生活環境の保全に関する環境基準（河川（湖沼を除く））           （昭和46年環境庁告示第59号） 

ア 

項目 

 

 

類型 

利用目的の 

適 応 性 

基    準    値 

水素イオン

濃   度

（pH） 

生物化学的

酸素要求量

（BOD） 

浮 遊 

物質量 

（SS） 

溶 存 

酸素量 

（DO） 

大腸菌 

群 数 

AA 

水 道 1 級 

自 然 環 境 保 全 

及びA以下の欄に掲げ

るもの 

6.5以上 

8.5以下 

1mg/L 

以 下 

25mg/L 

以 下 

7.5mg/L 

以 上 

50MPN/ 

100mL以下 

A 

水 道 2 級 

水 産 1 級 

水 浴 

及びB以下の欄に掲げ

るもの 

6.5以上 

8.5以下 

2mg/L 

以 下 

25mg/L 

以 下 

7.5mg/L 

以 上 

1,000MPN/ 

100mL以下 

B 

水 道 3 級 

水 産 2 級 

及びC以下の欄に掲げ

るもの 

6.5以上 

8.5以下 

3mg/L 

以 下 

25mg/L 

以 下 

5mg/L 

以 上 

5,000MPN/ 

100mL以下 

C 

水 産 3 級 

工 業 用 水 1 級 

及びD以下の欄に掲げ

るもの 

6.5以上 

8.5以下 

5mg/L 

以 下 

50mg/L 

以 下 

5mg/L 

以 上 
－ 

D 

工 業 用 水 2 級 

農 業 用 水 

及びE以下の欄に掲げ

るもの 

6.0以上 

8.5以下 

8mg/L 

以 下 

100mg/L 

以 下 

2mg/L 

以 上 
－ 

E 
工 業 用 水 3 級 

環 境 保 全 

6.0以上 

8.5以下 

10mg/L 

以 下 

ごみ等の浮

遊が認めら

れないこ

と。 

2mg/L 

以 上 
－ 

備考：1．基準値は日間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 

2．農業用利水点については、水素イオン濃度6.0以上7.5以下、溶存酸素量5mg/L以上とする（湖沼もこれに準ず

る。）。 

注：1．自然環境保全 ：自然探勝等の環境保全 

2．水 道 1級 ：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

〃 2級 ：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 

〃 3級 ：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

3．水 産 1級 ：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産2級及び水産3級の水産生物用 

〃 2級 ：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産3級の水産生物用 

〃 3級 ：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 

4．工業用水 1級 ：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 

〃 2級 ：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 

〃 3級 ：特殊の浄水操作を行うもの 

5．環境保全 ：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 

6．「－」は、基準値が設定されていないことを示す。 
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第3.2-22表(3) 水質汚濁に係る環境基準 

イ 

項目 

 

 

類型 

水生生物の生息状況の適応性 

基 準 値 

全亜鉛 
ノニル 

フェノール 

直鎖アルキルベ

ンゼンスルホン

酸及びその塩 

生物A 

イワナ、サケマス等比較的低温域を好む

水生生物及びこれらの餌生物が生息する

水域 

0.03mg/L 

以 下 

0.001mg/L 

以 下 

0.03mg/L 

以 下 

生物特A 

生物Aの水域のうち、生物Aの欄に掲げる

水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔

の生育場として特に保全が必要な水域 

0.03mg/L 

以 下 

0.0006mg/L 

以 下 

0.02mg/L 

以 下 

生物B 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生

物及びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/L 

以 下 

0.002mg/L 

以 下 

0.05mg/L 

以 下 

生物特B 

生物A又は生物Bの水域のうち、生物Bの欄

に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）又

は幼稚仔の生育場として特に保全が必要

な水域 

0.03mg/L 

以 下 

0.002mg/L 

以 下 

0.04mg/L 

以 下 

備考：基準値は年間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 

 

第3.2-23表 地下水の水質汚濁に係る環境基準 

（平成9年環境庁告示第10号） 

項 目 基準値 項 目 基準値 

カ ド ミ ウ ム 0.003mg/L以下 1 , 1 , 1 - ト リ ク ロ ロ エ タ ン 1mg/L以下 

全 シ ア ン 検出されないこと。 1 , 1 , 2 - ト リ ク ロ ロ エ タ ン 0.006mg/L以下 

鉛 0.01mg/L以下 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 

六 価 ク ロ ム 0.05mg/L以下 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 

砒 素 0.01mg/L以下 1 , 3 - ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン 0.002mg/L以下 

総 水 銀 0.0005mg/L以下 チ ウ ラ ム 0.006mg/L以下 

ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと。 シ マ ジ ン 0.003mg/L以下 

P C B 検出されないこと。 チ オ ベ ン カ ル ブ 0.02mg/L以下 

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02mg/L以下 ベ ン ゼ ン 0.01mg/L以下 

四 塩 化 炭 素 0.002mg/L以下 セ レ ン 0.01mg/L以下 

ク ロ ロ エ チ レ ン 

（ 別 名 塩 化 ビ ニ ル 又 は 

塩 化 ビ ニ ル モ ノ マ ー ） 

0.002mg/L以下 

硝 酸 性 窒 素 

及 び 

亜 硝 酸 性 窒 素 

10mg/L以下 

1 , 2 - ジ ク ロ ロ エ タ ン 0.004mg/L以下 ふ っ 素 0.8mg/L以下 

1 , 1 - ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.1mg/L以下 ほ う 素 1mg/L以下 

1 , 2 - ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.04mg/L以下 1 , 4 - ジ オ キ サ ン 0.05mg/L以下 

備考：1．基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2．「検出されないこと」とは、告示の測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果が

当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

3．硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、日本産業規格K0102の43.2.1、43.2.3、43.2.5又は43.2.6により測

定された硝酸イオンの濃度に換算係数0.2259を乗じたものと日本産業規格K0102の43.1により測定された

亜硝酸イオンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの和とする。 

4．1,2-ジクロロエチレンの濃度は、日本産業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2により測定されたシス体の濃度

と日本産業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1により測定されたトランス体の濃度の和とする。 
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凡 例 1:50,000 

 

 
出典：「令和元年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」（長崎

県HP、令和2年 8月閲覧） 

第3.2-7図 水質汚濁に係る環境基準の水域の類型指定状況 
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ハ．土壌汚染 

土壌汚染に係る環境基準は、「環境基本法」に基づく「土壌の汚染に係る環境基準に

ついて」（平成3年環境庁告示第46号）により、第3.2-24表のとおり定められている。 

なお、環境基準は、汚染が専ら自然的原因によることが明らかであると認められる場

所及び原材料の堆積場、廃棄物の埋立地その他の第3.2-24表の項目に係る物質の利用又

は処分を目的として現にこれらを集積している施設に係る土壌については、適用されな

い。 

 

第3.2-24表 土壌の汚染に係る環境基準 

（平成3年環境庁告示第46号） 

項 目 基 準 値 

カドミウム 
検液1Lにつき0.01mg以下であり、かつ、農用地においては、米1kg

につき0.4mg以下であること。 

全シアン 検出されないこと。 

有機燐 検出されないこと。 

鉛 検液1Lにつき0.01mg以下であること。 

六価クロム 検液1Lにつき0.05mg以下であること。 

砒素 
検液1Lにつき0.01mg以下であり、かつ、農用地（田に限る。）にお

いては、土壌1kgにつき15mg未満であること。 

総水銀 検液1Lにつき0.0005mg以下であること。 

アルキル水銀 検出されないこと。 

PCB 検出されないこと。 

銅 農用地(田に限る。)において、土壌1kgにつき125mg未満であること。

ジクロロメタン 検液1Lにつき0.02mg以下であること。 

四塩化炭素 検液1Lにつき0.002mg以下であること。 

クロロエチレン（別名塩化ビニル又

は塩化ビニルモノマー） 
検液1Lにつき0.002mg以下であること。 

1,2-ジクロロエタン 検液1Lにつき0.004mg以下であること。 

1,1-ジクロロエチレン 検液1Lにつき0.1mg以下であること。 

1,2-ジクロロエチレン 検液1Lにつき0.04mg以下であること。 

1,1,1-トリクロロエタン 検液1Lにつき1mg以下であること。 

1,1,2-トリクロロエタン 検液1Lにつき0.006mg以下であること。 

トリクロロエチレン 検液1Lにつき0.03mg以下であること。 

テトラクロロエチレン 検液1Lにつき0.01mg以下であること。 

1,3-ジクロロプロペン 検液1Lにつき0.002mg以下であること。 

チウラム 検液1Lにつき0.006mg以下であること。 

シマジン 検液1Lにつき0.003mg以下であること。 

チオベンカルブ 検液1Lにつき0.02mg以下であること。 

ベンゼン 検液1Lにつき0.01mg以下であること。 

セレン 検液1Lにつき0.01mg以下であること。 

ふっ素 検液1Lにつき0.8mg以下であること。 

ほう素 検液1Lにつき1mg以下であること。 

1,4-ジオキサン 検液1Lにつき0.05mg以下であること。 
備考：1．環境上の条件のうち検液中濃度に係るものにあっては付表に定める方法により検液を作成し、これを用い

て測定を行うものとする。 

2．カドミウム、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、セレン、ふっ素及びほう素に係る環境上の条件のうち検液

中濃度に係る値にあっては、汚染土壌が地下水面から離れており、かつ、原状において当該地下水中のこ

れらの物質の濃度がそれぞれ地下水1Lにつき0.01mg、0.01mg、0.05mg、0.01mg、0.0005mg、0.01mg、0.8mg

及び1mgを超えていない場合には、それぞれ検液1Lにつき0.03mg、0.03mg、0.15mg、0.03mg、0.0015mg、0.03mg、

2.4mg及び3mgとする。 

3．「検液中に検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果

が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

4．有機燐とは、パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン及びEPNをいう。 

5．1,2-ジクロロエチレンの濃度は、日本産業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2より測定されたシス体の濃度と

日本産業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1により測定されたトランス体の濃度の和とする。 
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ニ．ダイオキシン類 

ダイオキシン類に係る環境基準は、「ダイオキシン類対策特別措置法」（平成11年法

律第105号）に基づく「ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁（水底の底質の汚

染を含む。）及び土壌の汚染に係る環境基準について」（平成11年環境庁告示第68号）

により、第3.2-25表のとおり定められている。 

 

第3.2-25表 ダイオキシン類に係る環境基準 

（平成11年環境庁告示第68号） 

項 目 基 準 値 

大 気 0.6pg-TEQ/m3以下 

水 質 

（水底の底質を除く。） 
1pg-TEQ/L以下 

水底の底質 150pg-TEQ/g以下 

土 壌 1,000pg-TEQ/g以下 

備考：1．基準値は、2,3,7,8−四塩化ジベンゾ−パラ−ジオキシンの毒性に換算した値とする。 

2．大気及び水質（水底の底質を除く。）の基準値は、年間平均値とする。 

3．土壌中に含まれるダイオキシン類をソックスレー抽出又は高圧流体抽出し、高分解能ガスクロマトグラフ

質量分析計、ガスクロマトグラフ四重極形質量分析計又はガスクロマトグラフ三次元四重極形質量分析計

により測定する方法（この表の土壌の欄に掲げる測定方法を除く。以下「簡易測定方法」という。）により

測定した値（以下「簡易測定値」という。）に2を乗じた値を上限、簡易測定値に0.5を乗じた値を下限と

し、その範囲内の値をこの表の土壌の欄に掲げる測定方法により測定した値とみなす。 

4．土壌にあっては、環境基準が達成されている場合であって、土壌中のダイオキシン類の量が250pg-TEQ/g以

上の場合 簡易測定方法により測定した場合にあっては、簡易測定値に2を乗じた値が250pg-TEQ/g以上の場

合）には、必要な調査を実施することとする。 

 

② 規制基準等 

イ．騒音 

騒音については、「騒音規制法」（昭和43年法律第98号）により、規制地域を指定し

て工場及び事業場における事業活動並びに建設工事に伴って発生する騒音の規制基準と

自動車騒音に係る要請限度が定められている。 

 

（イ）特定工場等に関する規制 

対象事業実施区域が位置する佐世保市及び佐々町は、特定工場等における騒音に係

る規制基準が第3.2-26表のとおり定められており、規制地域は「騒音規制法に係る規

制区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第255号）及び「騒音規制法に基づく

規制地域の指定」（平成24年長崎県告示第295号）により、第3.2-8図のとおり指定が

行われている。 

対象事業実施区域及びその周辺は規制区域に指定されていない。 

 

 

 



3－90 

(106) 

第3.2-26表 特定工場等における騒音に係る規制基準 

昭和 43 年厚生省・農林省・通商産業省・運輸省告示第 1号 

平成 24 年長崎県告示第 295 号 

平成 27 年佐世保市告示第 255 号 

区域の区分 

時 間 の 区 分 

昼 間 

午前8時～午後8時 

朝：午前6時～午前8時 

夕：午後8時～午後10時 

夜 間 

午後10時～翌日午前6時 

第1種区域 50デシベル 45デシベル 40デシベル 

第2種区域 60デシベル 50デシベル 45デシベル 

第3種区域 65デシベル 60デシベル 50デシベル 

第4種区域 70デシベル 65デシベル 55デシベル 

備考：1．規制基準は、特定工場等の敷地の境界線における値である。 

2．第1種区域、第2種区域、第3種区域及び第4種区域とは、それぞれ次のとおりであり、「騒音規制法に係る

規制区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第255号）及び「騒音規制法に基づく規制地域の指定」

（平成24年長崎県告示第295号）において指定された区域である。 

・第1種区域 良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域 

・第2種区域 住居の用に供されているため、静穏の保持を必要とする区域 

・第3種区域 住居の用に併せて商業、工業等の用に供されている区域であって、その区域内の住民の生活

環境を保全するため、騒音の発生を防止する必要がある区域 

・第4種区域 主として工業等の用に供されている区域であって、その区域内の住民の生活環境を悪化させ

ないため、著しい騒音の発生を防止する必要がある区域 
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凡 例 1:50,000 

 

 
出典：「佐世保市騒音規制区域図」（佐世保市HP、令和2年8月閲

覧） 

「佐々町 特定工場・特定建設作業騒音規制区域図」（佐々町、

平成24年） 

第3.2-8図 騒音規制法に基づく規制地域（特定工場） 
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（ロ）特定建設作業に関する規制 

特定建設作業における騒音に係る規制基準は、第3.2-27表のとおりである。 

対象事業実施区域が位置する佐世保市及び佐々町は、「騒音規制法に係る規制区域

の変更について」（平成27年佐世保市告示第255号）及び「騒音規制法に基づく規制地

域の指定」（平成24年長崎県告示第295号）により区域の指定が行われており、対象事

業実施区域及びその周辺については規制区域に指定されていない。 

 

第3.2-27表 特定建設作業における騒音に係る規制基準 

騒音規制法施行令 

昭和43年厚生省・建設省告示第1号 

平成27年佐世保市告示第255号 

平成24年長崎県告示第295号 

特定建設作業の種類 
区域の 

区 分 

騒音の 

大きさ 

の限度 

作業禁止 

時間帯 

1日の作業 

時間の制限

同一場所に 

おける作業 

期間の制限 

日曜・休日

の作業 

くい打機、くい抜機、

くい打くい抜機、びょ

う打機、さく岩機、空

気圧縮機、コンクリー

トプラント、アスファ

ルトプラント、バック

ホウ、トラクターショ

ベル、ブルドーザーを

使用する作業 

1号 

区域 

85 

デシベル 

午後7時から

翌日午前7時

まで 

10時間 

連続 

6日 
禁止 

2号 

区域 

午後10時から

翌日午前6時

まで 

14時間 

備考：1．規制基準は、特定建設作業の場所の敷地の境界線における値である。 

2．1号区域、2号区域とは、それぞれ次のとおりである。 

・1号区域 ア．「騒音規制法に係る規制区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第255号）及び「騒

音規制法に基づく規制地域の指定」（平成24年長崎県告示第295号）により第1種区域、第

2種区域及び第3種区域として定められた区域の全域 

イ．「騒音規制法に係る規制区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第255号）及び「騒

音規制法に基づく規制地域の指定」（平成24年長崎県告示第295号）により第4種区域とし

て定められた区域のうち、学校教育法第1条に規定する学校、児童福祉法第7条に規定する

保育所、医療法第1条の5第1項に規定する病院及び同条第2項に規定する診療所のうち患

者の収容施設を有するもの、図書館法第2条第1項に規定する図書館並びに老人福祉法第5

条の3に規定する特別養護老人ホームの敷地の周囲80m以内の区域 

・2号区域 「騒音規制法に係る規制区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第255号）及び「騒

音規制法に基づく規制地域の指定」（平成24年長崎県告示第295号）において指定された地

域のうち、上記1号区域以外の区域 
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（ハ）自動車騒音の要請限度 

指定地域内における自動車騒音の要請限度は、区域の区分毎に第3.2-28表のとおり

定められている。 

対象事業実施区域が位置する佐世保市及び佐々町は、「騒音規制法に係る自動車騒

音の限度の区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第256号）及び「騒音規制法

第17条第1項の規定による指定地域内における自動車騒音の限度を定める命令に基づ

く区域の指定」（平成24年長崎県告示第297号）により区域の指定が行われており、対

象事業実施区域及びその周辺については要請限度区域に指定されていない。 

 

第3.2-28表 指定地域内における自動車騒音の要請限度 

平成12年総理府令第15号  

平成27年佐世保市告示第256号 

平成24年長崎県告示第297号 

区域の区分 

時 間 の 区 分 

昼 間 

午前6時～午後10時 

夜 間 

午後10時～翌日午前6時 

1 
a区域及びb区域のうち1車線を有する道

路に面する区域 
65デシベル 55デシベル 

2 
a区域のうち2車線以上の車線を有する

道路に面する区域 
70デシベル 65デシベル 

3 

b区域のうち2車線以上の車線を有する

道路に面する区域及びc区域のうち車線

を有する道路に面する区域 

75デシベル 70デシベル 

備考：1．a区域、b区域、c区域とは、それぞれ次のとおりである。 

・a区域 「騒音規制法に係る自動車騒音の限度の区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第

256号）及び「騒音規制法第17条第1項の規定による指定地域内における自動車騒音の限度

を定める命令に基づく区域の指定」（平成24年長崎県告示第297号）において、a区域と定

められた区域 

・b区域 「騒音規制法に係る自動車騒音の限度の区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第

256号）及び「騒音規制法第17条第1項の規定による指定地域内における自動車騒音の限度

を定める命令に基づく区域の指定」（平成24年長崎県告示第297号）において、b区域と定

められた区域 

・c区域 「騒音規制法に係る自動車騒音の限度の区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第

256号）及び「騒音規制法第17条第1項の規定による指定地域内における自動車騒音の限度

を定める命令に基づく区域の指定」（平成24年長崎県告示第297号）において、c区域と定

められた区域 

2．上表に掲げる区域のうち幹線交通を担う道路（高速自動車国道、一般国道、都道府県道、4車線以上の市

町村道、自動車専用道路）に近接する区域（2車線以下の車線を有する道路の場合は道路の敷地の境界線

から15m、2車線を超える車線を有する道路の場合は道路の敷地の境界から20mまでの範囲をいう）に係る

限度は、上表にかかわらず、昼間においては75デシベル、夜間においては70デシベルとする。 
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ロ．振動 

振動については、「振動規制法」（昭和51年法律第64号）により道路交通振動に係る

要請限度が定められている。 

 

（イ）道路交通振動の要請限度 

指定地域内における道路交通振動の要請限度は、区域の区分毎に第3.2-29表のとお

り定められている。 

対象事業実施区域が位置する佐世保市は、「振動規制法に係る規制区域及び自動車

振動の限度の区域の変更について」（平成27年佐世保市告示第257号）により区域の指

定が行われているが、対象事業実施区域及びその周辺については要請限度区域に指定

されていない。 

なお、佐々町については振動規制法に基づく振動規制はない。 

 

第3.2-29表 指定地域内における道路交通振動の要請限度 

振動規制法施行規則 

平成 27 年佐世保市告示第 257 号 

区域の区分 

時 間 の 区 分 

昼 間 

午前8時～午後8時 

夜 間 

午後8時～翌日午前8時 

第1種区域 65デシベル 60デシベル 

第2種区域 70デシベル 65デシベル 

備考：第1種区域及び第2種区域とは、それぞれ次のとおりである。 

・第1種区域 「振動規制法に係る規制区域及び自動車振動の限度の区域の変更について」（平成27年

佐世保市告示第257号）により第1種区域として定められた区域 

・第2種区域 「振動規制法に係る規制区域及び自動車振動の限度の区域の変更について」（平成27年

佐世保市告示第257号）により第2種区域として定められた区域 

 

ハ．水質汚濁 

水質汚濁については、「水質汚濁防止法」（昭和45年法律第138号）により、特定施設

（指定地域特定施設を含む。）を設置する工場又は事業場から公共用水域に排出される

水について、排水基準が定められている。長崎県では、「水質汚濁防止法第3条第3項の

規定に基づく排水基準を定める条例」（昭和47年長崎県条例第64号）により、上乗せ排

水基準が定められているが、対象事業実施区域及びその周辺を流れる河川については、

上乗せ排水基準は適用されない。 

本事業では、「水質汚濁防止法」及び「水質汚濁防止法第3条第3項の規定に基づく排

水基準を定める条例」の規制を受ける特定施設等の設置はない。また、「長崎県未来に

つながる環境を守り育てる条例」で規定される汚水等に係る指定施設（大村湾流域に限

る）には該当しない。 
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ニ．土壌汚染 

土壌汚染については、「土壌汚染対策法」（平成14年法律第53号）に基づき汚染が確

認された土地は、法第6条第1項に基づく要措置区域又は法11条第1項に基づく形質変更

時要届出区域に指定される。特定有害物質と区域の指定にかかる基準は第3.2-30表のと

おりである。 

対象事業実施区域及びその周辺には、区域の指定はない。 

また、「農用地の土壌の汚染防止等に関する法律」（昭和45年法律第139号）により、

都道府県知事は、一定の地域内にある農用地の土壌及び当該農用地に生育する農作物等

に含まれる特定有害物質の種類及び量等からみて、当該農用地の利用に起因して人の健

康をそこなうおそれがある農畜産物が生産され、もしくは当該農用地における農作物等

の生育が阻害されると認められるもの又はそれらのおそれが著しいと認められる地域を

農用地土壌汚染対策地域として指定できる。 

対象事業実施区域及びその周辺には、「農用地の土壌の汚染防止等に関する法律」に

基づく地域の指定はない。 

 

ホ．地盤沈下 

地盤沈下については、「工業用水法」（昭和31年法律第146号）及び「建築物用地下水

の採取の規制に関する法律」（昭和37年法律第100号）により、規制地域を指定して地下

水の採取の規制等が定められている。 

対象事業実施区域及びその周辺には、「工業用水法」及び「建築物用地下水の採取の

規制に関する法律」による地下水採取に係る指定地域はない。 

 

ヘ．産業廃棄物 

産業廃棄物については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和45年法律第137

号）及び「長崎県産業廃棄物適正処理指導要綱」（平成5年長崎県告示第78号の2）によ

り、事業活動に伴って生じた産業廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければな

らない。また、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年法律第104

号）により、建設資材廃棄物の再資源化等の促進に努めなければならない。 
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第3.2-30表 土壌汚染対策法に基づく要措置区域の指定基準 
（土壌汚染対策法施行規則第31条） 

特定有害物質 
指定基準 

土壌溶出量 土壌含有量 

カドミウム及びその化合物 
検液1Lにつきカドミウム 

0.01mg以下であること。 

土壌1kgにつきカドミウム 

150mg以下であること。 

六価クロム化合物 
検液1Lにつき六価クロム 

0.05mg以下であること。 

土壌1kgにつき六価クロム 

250mg以下であること。 

クロロエチレン 
検液1Lにつき 

0.002mg以下であること。 
－ 

シマジン 
検液1Lにつき 

0.003mg以下であること。 
－ 

シアン化合物 
検液中にシアンが 

検出されないこと。 

土壌1kgにつき遊離シアン 

50mg以下であること。 

チオベンカルブ 
検液1Lにつき 

0.02mg以下であること。 
－ 

四塩化炭素 
検液1Lにつき 

0.002mg以下であること。 
－ 

1,2-ジクロロエタン 
検液1Lにつき 

0.004mg以下であること。 
－ 

1,1-ジクロロエチレン 
検液1Lにつき 

0.1mg以下であること。 
－ 

1,2-ジクロロエチレン 
検液1Lにつき 

0.04mg以下であること。 
－ 

1,3-ジクロロプロペン 
検液1Lにつき 

0.002mg以下であること。 
－ 

ジクロロメタン 
検液1Lにつき 

0.02mg以下であること。 
－ 

水銀及びその化合物 

検液1Lにつき水銀 

0.0005mg以下であり、 

かつ、アルキル水銀が 

検出されないこと。 

土壌1kgにつき水銀 

15mg以下であること。 

セレン及びその化合物 
検液1Lにつきセレン 

0.01mg以下であること。 

土壌1kgにつきセレン 

150mg以下であること。 

テトラクロロエチレン 
検液1Lにつき 

0.01mg以下であること。 
－ 

チウラム 
検液1Lにつき 

0.006mg以下であること。 
－ 

1,1,1-トリクロロエタン 
検液1Lにつき 

1mg以下であること。 
－ 

1,1,2-トリクロロエタン 
検液1Lにつき 

0.006mg以下であること。 
－ 

トリクロロエチレン 
検液1Lにつき 

0.03mg以下であること。 
－ 

鉛及びその化合物 
検液1Lにつき鉛 

0.01mg以下であること。 

土壌1kgにつき鉛 

150mg以下であること。 

砒素及びその化合物 
検液1Lにつき砒素 

0.01mg以下であること。 

土壌1kgにつき砒素 

150mg以下であること。 

ふっ素及びその化合物 
検液1Lにつきふっ素 

0.8mg以下であること。 

土壌1kgにつきふっ素 

4,000mg以下であること。 

ベンゼン 
検液1Lにつき 

0.01mg以下であること。 
－ 

ほう素及びその化合物 
検液1Lにつきほう素 

1mg以下であること。 

土壌1kgにつきほう素 

4,000mg以下であること。 

ポリ塩化ビフェニル 検液中に検出されないこと。 － 

有機りん化合物 検液中に検出されないこと。 － 
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③ その他の環境保全計画等 

イ．長崎県の環境政策 

長崎県では、環境の保全に関する基本理念、県・市町・事業者及び県民の責務、環境

保全に関する施策の基本事項を定めた「長崎県環境基本条例」（平成9年長崎県条例第47

号）が平成9年10月に制定されている。また、「長崎県環境基本条例」第9条に基づいた

「長崎県環境基本計画」が平成12年に、「第2次長崎県環境基本計画」が平成23年に、「第

3次長崎県環境基本計画」が平成28年に策定されており、「第3次長崎県環境基本計画」

の計画の対象期間は、平成28年度から概ね5年間となっている。 

「長崎県環境基本条例」（平成9年長崎県条例第47号） 

「長崎県環境基本計画」（長崎県、平成28年） より 

 

ロ．第3次長崎県環境基本計画 

「第3次長崎県環境基本計画」の基本目標は、第3.2-9図のとおりである。 

「第3次長崎県環境基本計画」では、「低炭素社会づくり」、「人と自然が共生する地

域づくり」、「循環型社会づくり」、「安全･安心で快適な環境づくり」を基本目標とし、

この計画を目指す環境像を「海・山・人 未来につながる環境にやさしい長崎県」と定

めている。 

「長崎県環境基本計画」（長崎県、平成28年）より 

 

 
「長崎県環境基本計画」（長崎県、平成28年）より作成 

 

第3.2-9図 第3次長崎県環境基本計画の基本目標 

  

めざすべき環境像

海・山・人 未来につながる環境にやさしい長崎県 

基 本 目 標

基本目標Ⅰ 

低炭素社会 

づくり 

基本目標Ⅱ 

人と自然が共生

する地域づくり

基本目標Ⅲ 

循環型社会 

づくり 

基本目標Ⅳ 

安全・安心で快

適な環境づくり 

環境保全のための共通的取組 

行動と参画・協働の推 各種施策の基盤となる施策の充実 
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ハ．佐世保市の環境政策 

佐世保市では、環境の保全に関する基本的事項を定めた「佐世保市環境基本条例」（平

成17年佐世保市条例第6号）が平成17年3月に制定された。また、「佐世保市環境基本計

画」が平成9年3月に策定され、佐世保市環境基本条例 第10 条に基づき、これまで、「佐

世保市環境基本計画」〔1997（平成9）年〕、「佐世保市環境基本計画（改定版）」〔2008

（平成20）年〕、「佐世保市環境基本計画（改定版）［中間見直し］」〔2013（平成25）

年〕が策定された。現在の計画は平成30年に策定され、対象期間は、平成30年度～令和

9年度までの10年間となっている。 

「佐世保市環境基本条例」（平成17年佐世保市条例第6号） 

「佐世保市環境基本計画」（佐世保市、平成30年）   より 

 

ニ．佐世保市環境基本計画 

「佐世保市環境基本計画」の位置づけは、第3.2-10図のとおりである。 

「佐世保市環境基本計画」は、目指す環境像を掲げ、その実現に向けて、市民、事業

者をはじめ関係団体、市等の行政機関等が、それぞれ、または協働により、良好な環境

の保全等に関する施策を総合的、計画的かつ効率よく推進するための基本となる計画で

ある。 

本計画では、環境分野の個別計画との整合や関連する他分野との連携を図りながら、

望ましい環境像と実行する施策を位置づけている。 

「佐世保市環境基本計画」（佐世保市、平成30年）より 

 

 

「佐世保市環境基本計画」（佐世保市、平成30年）より作成 

 

第3.2-10図 佐世保市環境基本計画の位置づけ 

 

  

佐世保市総合計画 後期基本計画 佐世保市環境基本条例 地球温暖化対策の 

推進に関する法律 

・佐世保市都市計画マスタープラン 

・佐世保市緑の基本計画 

・佐世保市農村環境計画 

・ごみ処理基本計画 

・生活排水処理基本計画 

・佐世保市環境教育等推進行動計画 

・させぼエコツーリズム基本計画 

・佐世保市景観計画 

・佐世保市地域交通再生計画 など 

佐世保市地球温暖化対策実行計画 

（事務事業編） 

整合 

整合

整合

根拠 根拠 根拠

環境に関する取り組み 

佐世保市環境基本計画 2018 年度～2027 年度 

（地球温暖化対策実行計画（区域施策編）） 
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ホ．佐々町の環境政策 

佐々町では平成27年度に「第6次佐々町総合計画・後期基本計画」が策定されている。

この計画は、平成23年から平成32年までの10年間の「基本構想」と、平成28年から平成

32年までの5年間の「後期基本計画」で構成されている。 

この総合計画（基本構想）では、まちづくりのキーワードを「定住」とし、町民が佐々

町に“住んでよかった”、“これからも住み続けたい”と思えるようなまちづくり、さらには

町外の人が佐々町に“住んでみたい”と思えるようなまちづくりを、町民と一緒に進める、

としており、将来像を達成するために、まちづくりの基本目標として、 以下の4つが示

されている。 

①ずっと住みたい、住みたくなる暮らしづくり（健康・子育て・安心）  

②自然とまちが融合する顔づくり（緑・文化・水・都市空間）  

③まちの発展を支え元気に働ける仕事づくり（雇用・地場産業）  

④手と手をつなぎ未来をつくる協働のまちづくり（交流・役場）  

「第6次佐々町総合計画・後期基本計画」（佐々町、平成28年）より 
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（２）自然関係法令等 

対象事業実施区域及びその周辺に係る自然関係法令等による地域指定等の状況は、第

3.2-31表のとおりである。 

 

第 3.2-31 表 自然関係法令等による地域指定等の状況 

注：松浦市は、環境影響評価の対象としている「景観」に関する事項のみを整理した。 

地域その他の対象 
指定状況（有：○、無：×） 

関係法令等 
佐世保市 佐々町 松浦市

対象事業
実施区域

自 

然 

保 

護 

自然公園 

国立公園 ○ × － × 
自然公園法 

国定公園 × × － × 

県立自然公園 ○ ○ － × 長崎県立自然公園条例 

自然環境 

保全地域 

原生自然環境保全地域 × × － × 
自然環境保全法 

自然環境保全地域 × × － × 

県自然環境保全地域 × × － × 
長崎県未来につながる環境を
守り育てる条例 

自然遺産 × × － × 
世界の文化遺産及び自然遺産
の保護に関する条約 

緑地 
緑地保全地域 × × － × 都市緑地法 

生産緑地地区 × × － × 生産緑地法 

動植物保護 

生息地等保護区 × × － × 
絶滅のおそれのある野生動植物の
種の保存に関する法律 

鳥獣保護区 ○ × － × 

鳥獣の保護及び管理並びに狩
猟の適正化に関する法律 

特別保護地区 × × － × 

休猟区 ○ × － ○ 

特定猟具使用禁止区域 ○ × － ○ 

指定猟法禁止区域 × × － × 

国際的に重要な湿地 

に係る登録簿に掲げ 

られる湿地 

× × － × 
特に水鳥の生息地として国際
的に重要な湿地に関する条約

希少野生動植物種 ○ ○ － ○ 
長崎県未来につながる環境を
守り育てる条例 

文 

化 

財 

保 

護 

文化遺産 × × － × 
世界の文化遺産及び自然遺産
の保護に関する条約 

特別史跡・ 

特別名勝 
国指定 × × － × 

文化財保護法 

史跡・名勝 

国指定 ○ × － × 

県指定 × ○ － × 長崎県文化財保護条例 

市・町指定 ○ ○ － × 
佐世保市文化財保護条例 
佐々町文化財保護条例 

特別天然記念物 国指定 × × － × 
文化財保護法 

天然記念物 

国指定 × × － × 

県指定 × × － × 長崎県文化財保護条例 

市・町指定 ○ × － × 
佐世保市文化財保護条例 
佐々町文化財保護条例 

景 

観 

保 

全 

景観計画区域 ○ ○ ○ ○ 
景観法 

景観地区 × × × × 

風致地区 × × × × 都市計画法 

重要伝統的建造物群保存地区 × × × × 
文化財保護法 

重要文化的景観 × × × × 

国 

土 

防 

災 

保安林 ○ ○ － ○ 森林法 

砂防指定地 ○ ○ － × 砂防法 

急傾斜地崩壊危険区域 ○ × － × 
急傾斜地の崩壊による災害の
防止に関する法律 

地すべり防止区域 ○ × － × 地すべり等防止法 

山地災害危険地区 ○ ○ － ○ 
林野庁の山地災害危険地区調
査要領による 

土砂災害危険箇所 ○ ○ － ○ 長崎県公表 
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① 自然保護関係 

対象事業実施区域の周辺には、「自然公園法」（昭和32年法律第161号）に基づく国立

公園として西海国立公園の指定があり、「長崎県立自然公園条例」（昭和33年長崎県条

例21号）に基づく北松県立公園の指定がある。また、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟

の適正化に関する法律」（平成14年法律第88号）に基づく鳥獣保護区には指定されてい

ないが、一部が特定休猟区及び特定猟具使用禁止区域に指定されている（第3.2-11図）。 

長崎県では、「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」（平成20年長崎県条例

第15号）に基づき、県内に生息し、又は生育する絶滅のおそれのある野生動植物の種を

希少野生動植物種として指定するとともに、保護のために重要と認められるその個体の

生息地又は生育地を希少野生動植物種保存地域として指定しており、希少野生動植物種

保存地域内では、捕獲・採取・殺傷・損傷の各行為が禁止されている（第3.2-32表）。 

 

第 3.2-32 表(1) 長崎県希少野生動植物種の指定状況 

分 類 科 名 種 名 禁止されている地域 

植 物（28種） ラン科 カシノキラン 

全県 

  ガンゼキラン 

  カンラン 

  キバナノセッコク 

  キリシマエビネ 

  コラン 

  スルガラン 

  ツレサギソウ 

  ナゴラン 

 ベンケイソウ科 ゲンカイイワレンゲ 

 キンポウゲ科 オオミヤマカラマツ 

平戸市、対馬市   ムラサキカラマツ 

 マメ科 チョウセンニワフジ 

 キキョウ科 シマシャジン 平戸市、五島市 

 キンポウゲ科 シロバナハンショウヅル 
平戸市、西海市 

 アカネ科 ハクチョウゲ 

 キンポウゲ科 ヒレフリカラマツ 平戸市、川棚町 

 ヒガンバナ科 イトラッキョウ 平戸市 

 イラクサ科 ナガバサンショウソウ 

対馬市 

 アブラナ科 ハナナズナ 

 キク科 シマトウヒレン 

 セリ科 ツシマノダケ 

 キジカクシ科 ウスギワニグチソウ 

 ラン科 カゴメラン 壱岐市 

 ウマノスズクサ科 フクエジマカンアオイ 五島市 

  タイリンアオイ 全県 

  ウスバサイシン 対馬市 

 ベンケイソウ科 ナナツガママンネングサ 西海市 
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第 3.2-32 表(2) 長崎県希少野生動植物種の指定状況 

分 類 科 名 種 名 禁止されている地域 

魚 類（5種） ハゼ科 イドミミズハゼ 
波佐見町を除く県全域(海岸線より

沖合 100ｍの海域を含む) 

 コイ科 ニッポンバラタナゴ 県全域 

  カゼトゲタナゴ 壱岐市 

 ハゼ科 トビハゼ 長崎市、佐世保市、諫早市、大村市、

西海市、長与町、時津町、東彼杵町、

川棚町（いずれも海岸線より沖合

100ｍの海域を含む） 
  チクゼンハゼ 

甲殻類・剣尾類（1種） カブトガニ科 カブトガニ 
波佐見町を除く県全域(海岸線より

沖合 100ｍの海域を含む) 

貝 類（12種） ウミニナ科 イボウミニナ 

波佐見町を除く県全域(海岸線より

沖合 100ｍの海域を含む) 

 オカミミガイ科 ナラビオカミミガイ 

  シイノミミミガイ 

  キヌカツギハマシイノミガイ

  クリイロコミミガイ 

  オキヒラシイノミガイ 

 キバウミニナ科 シマヘナタリ 
島原市、諫早市、雲仙市、南島原市

（いずれも海岸線より沖合 100ｍの

海域を含む） 

  クロヘナタリ 

 ドロアワモチ科 ヤベガワモチ 

 イシガイ科 トンガリササノハ 壱岐市 

  マツカサガイ 壱岐市 

 ニオガイ科 イシゴロモ 

長崎市、島原市、諫早市、雲仙市、

南島原市（いずれも海岸線より沖合

100ｍの海域を含む） 

昆虫類（11種） アメンボ科 シオアメンボ 

県全域(海岸線より沖合 100ｍの海

域を含む) 

 ハンミョウ科 ヨドシロヘリハンミョウ 

  ルイスハンミョウ 

  カワラハンミョウ 

 オサムシ科 オサムシモドキ 

 ゲンゴロウ科 ゲンゴロウ 

 ハンミョウ科 ハラビロハンミョウ 
佐世保市（海岸線より沖合 100m の海

域を含む） 
 オサムシ科 オオヒョウタンゴミムシ 

  カワラゴミムシ 

 シロチョウ科 タイワンモンシロチョウ 対馬市 

 タテハチョウ科 オオウラギンヒョウモン 県全域 

「希少野生動植物種及び保全地域の指定」（長崎県HP、令和2年8月閲覧）より作成 
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凡 例 1:50,000 

 

 

 

出典：「国土数値情報 自然公園地域」（国土交通省HP、令和

2年8月閲覧） 

「令和元年度鳥獣保護区等位置図（ハンターマップ）」（長崎

県HP、令和2年 8月閲覧） 

第 3.2-11 図 自然公園、鳥獣保護区の位置 
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② 文化財保護関係 

対象事業実施区域及びその周辺において、「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）、

「長崎県文化財保護条例」（昭和36年長崎県条例第16号）、「佐世保市文化財保護条例」

（昭和45年佐世保市条例第17号）及び「佐々町文化財保護条例」（昭和46年佐々町条例

第10号）に基づく文化財のうち、自然との関わりが深いものの指定状況は、第3.2-33表

及び第3.2-12図(1)のとおりである。 

また、埋蔵文化財包蔵地は第3.2-12図(2)に示すとおりである。 

なお、対象事業実施区域の南約13㎞に位置する黒島は、「黒島の集落」として世界文

化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産とされていることから、

環境影響評価法に基づく手続とは別に、遺産影響評価を実施する予定である。 

 

第3.2-33表 文化財の指定状況 

図中番号 名 称 区 分 

1 旧江迎小学校校庭のムクの木 天然記念物（佐世保市） 

2 大野台支石墓群 史跡（国） 

3 平戸八景（高巌（高岩）） 名勝（国） 

4 平戸往還梶ノ村道 史跡（佐世保市） 

5 船ノ村の鎌倉神社社叢 天然記念物（佐世保市） 

6 船ノ村のスダジイ 天然記念物（佐世保市） 

7 江里峠下橋 建造物（佐々町） 

8 江里峠橋 建造物（佐々町） 

9 佐々町狸山支石墓群 史跡（長崎県） 

10 市ノ瀬窯跡 史跡（長崎県） 

注：図中番号は、第3.2-12図(1)に対応する。 

「第6次佐々町総合計画 後期基本計画」（佐々町、平成28年） 

「佐世保市の文化財一覧」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧） 

「佐々町観光サイト」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） より作成 
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凡 例 1:50,000 

 
 

 

 

 

 

注：図中の番号は、第 3.2-36 表に対応する。 

 

出典：「第6次佐々町総合計画 後期基本計画」（佐々町、平成28

年） 

「佐世保市の文化財一覧」（佐世保市HP、令和2年8月閲覧）

「佐々町観光サイト」（佐々町HP、令和2年8月閲覧） 

 

第3.2-12図(1) 文化財の位置 
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凡 例 1:50,000 

 
 

 

 

 

 

 

 

出典：「長崎県遺跡地図」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 

 

 

第3.2-12図(2) 文化財の位置（埋蔵文化財包蔵地） 
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③ 景観保全関係 

対象事業実施区域及びその周辺においては、佐世保市及び松浦市が「景観法」（平成

16年法律第110号）に基づき景観行政団体に移行しており、佐々町については長崎県がそ

の役割を負っている。また、長崎県では「長崎県美しい景観形成推進条例」第8条の規定

により、「長崎県美しい景観形成計画」（長崎県、平成23年）を策定している。 

景観条例、景観計画の策定状況は、第3.2-34表のとおりであり、佐世保市、佐々町及

び松浦市においては、市町の全域が景観計画区域となっている。 

 

第3.2-34表 景観条例、景観計画の策定状況 

区 分 景観行政団体移行 景観条例 景観計画策定 

長崎県 平成16年12月17日 
長崎県美しい景観形成推進条例 

（平成23年長崎県条例第18号） 
長崎県景観計画（平成23年4月）

佐世保市 平成20年8月1日 
佐世保市景観条例 

（平成22年佐世保市条例第34号）

佐世保市市景観計画 

（平成28年4月変更） 

松浦市 平成24年3月1日 
松浦市景観条例 

（平成28年松浦市条例） 
松浦市景観計画（平成28年3月）

 

④ 国土防災関係 

対象事業実施区域及びその周辺には、第3.2-13図に示すとおり、国土防災に係る指定

地がある。 

対象事業実施区域においては、「砂防法」（明治30年法律第29号）に基づく砂防指定

地、「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」（昭和44年法律第57号）に基づ

く急傾斜地崩壊危険区域、「地すべり等防止法」（昭和33年法律第30号）に基づく地す

べり防止区域の指定はないが、「森林法」（昭和26年法律第249号）に基づく保安林の指

定がある。また、長崎県が公表する土砂災害危険箇所（地すべり危険箇所）及び林野庁

の山地災害危険地区調査要領(平成28年7月)に基づく山地災害危険地区(地すべり危険地

区、崩壊土砂流出危険地区)の指定がある。 
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凡 例 1:50,000 

 

 

 

出典：「長崎県総合防災GIS」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 

「佐世保市保安林台帳」（佐世保市、令和2年 8月閲覧） 

第3.2-13図（1） 国土防災に係る指定地等 
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凡 例 1:50,000 

 

 

 

出典：「長崎県総合防災GIS」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 

 

第3.2-13図（2） 国土防災に係る指定地等 
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凡 例 1:50,000 

 

 

 

出典：「長崎県総合防災GIS」（長崎県HP、令和2年8月閲覧） 

 

第3.2-13図（3） 国土防災に係る指定地等 
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